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調査報告 

減災サイクルのステークホルダーと 

事前復興への取り組みの実相（Ⅱ） 

―被災地石巻での聞き取り調査から：(脱)仮設・｢復興」から日常への収斂― 

所澤 新一郎・大矢根 淳 

はじめに． 

 この原稿をまとめている 2020 年 GW、私たちの生活はコロナ禍のただなかにある。「都市封

鎖（ロックダウン）」、「三密（密閉･密集、密接）」、「緊急事態宣言（延長･解除）」、「医療崩壊」、

「アベノマスク」、「ステイホーム」、「雇用調整助成金･持続化給付金･緊急定額給付金」、そして

大学関係では「オンライン授業」、「ZOOM」…。10 年後、「新しい生活様式」が普及しているで

あろう日常は、どのような概念･言説･装置によって覆われているのであろうか。 

災害社会学の古典『災害における人と社会』（P.A.ソローキン、1942 年刊）は、災害として

（日本では馴染みの地震･雷･火事･ 山 嵐
やまじ≒オヤジ

ではなく）欧米における主な災害因であるところの

疫病、飢饉、革命、戦争をとりあげ、その連鎖･循環を壮大な歴史的な社会変動として論証して

見せたものであるが、そこでは、Disaster ではなく Calamity（惨禍）と著わされている。社会的

惨禍である。 

一般的に災害には被災者と被災地が認知されて、そうした状況からの生活再建や復興が論じ

られる。そして復興の為としてなされた施策によって社会生活が壊されてしまう人々（新たな

被災者）が把握されて、「災害復興における復興災害」が批判的に論及される。復興を進めるた

めの法制度やその運用によってそうした被害が発生してしまうことを指して、法災･政災など

と言われることもある。 

それでは今、全社会（地球）的惨禍における被災者とは誰なのだろうか。コロナ禍における

復興は、何がどうなることなのだろうか、誰が何をすることなのだろうか。そして、それでは

さらに…、「コロナ禍復興災害」の位相･実相とは？ 

 本稿は、2018 年度以来、社研グループ研究 A「減災サイクルのステークホルダーと事前復興

への取り組みの実相」として3年間継続設置されている調査研究の2年度目の成果報告となる。

http://doi.org/10.34360/00011405
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対象フィールドは東日本大震災の被災地･石巻市で、そこで生活再建･コミュニティ再興の現場

に対峙する様々なステークホルダーを探索的に渉猟して、その活動を再評価して位置づけてみ

ているところである。東日本大震災（2011.3.11 発災）は 2010 年度末に発した災害であるから、

2019 年度はその 10 年度目にあたり、政府が措定する 2015 年度までの 5 年間･「集中復興期間」

を経て、復興期間の後期 5 か年である「復興･創生期間」も今年で最終年度になる。すなわち、

政府の復旧･復興事業財源としての 10 年間総額 32 兆円が完了することとなる。しかしながら、

復興とは、「復興」を冠した公共政策（例えば土木事業）の予算消化（「竣工」）をのみ指し示す

ものではない。そこに生活を賭ける人々が、生活再建･コミュニティ再興に取り組むプロセスそ

のものであることを鑑みる必要がある。現実的に、そこに対峙して、様々なステークホルダー

が奮闘努力している。試行錯誤を繰り返して組み上げられる生活再建の実相を、具
つぶさ

に把握し評

価しておく必要がある（そうしておかないと、竣工すれば復興完了と断定されてしまう）。全社

会（地球）的惨禍に見舞われて私たち一人ひとりが被災者（近い将来の被災者=「新しい生活様

式」に適応し得ない層を含めて）たり得る状況にあって、しかしながら、だからこそ、東北被

災地の復興の実情を眼差す視角が曇っては（目を逸らしては）ならない。潜在化する被災･復興

の実相を果敢に掘り当てて言説化しておかなくてはならない。 

 2020 年 3 月 8 日の NHK「日曜討論」1 で、復興研究者･室崎益輝（日本災害復興学会･初代会

長）は現況を「復興のおどり場」と表現した。政府施策は完了年度を迎えるが、対象現場の実

相は、被災者の生活再建が未だ半ばにも達していないと、各種調査データを披瀝しながら、こ

う表現したのであった。 

 

本稿では昨年度に引き続き今年度も、現場に対峙するローカルの復興ステークホルダーを探

索2 して、その活動のいくつかを取り上げていく。2019 年度は以下の要領で現地調査を行い、

調査データの取りまとめ3 をおこなった。 

 
1 同日の「日曜討論」はコロナ禍時勢を受け、東日本大震災とコロナ禍の二題展開となった。「（前半）新

型ウイルス どう向き合う」／「（後半）震災 9 年 復興はいま」。 

 http://www.nhk.or.jp/touron/backnumber.html 
2 インタビュー対象者とのアポイントメント取り等は、昨年度同様、所澤客員研究員が担った。「共同通信

に勤務する所澤は、これまで各支社在職期間の 20 余年にわたって常に我が国の大災害の現場を取材する機

会に遭遇し関わり続けてきた記者としての経歴を持つ。雲仙･普賢岳噴火災害（1991 年、長崎県）、北海道

南西沖地震･奥尻津波災害（1994 年、北海道）、東日本大震災（2011 年、宮城県）など。このたびの社研現

地調査は（そして 2017 年度の調査においても）、こうした所澤氏独自の取材ルートに全面的に頼ったとこ

ろで、調査企画が構想され実現した。」（所澤･大矢根，2019，脚注 7 参照） 
3 2019 年度の本研究グループの成果は、本稿の他、以下の機会に紹介してきた。 

・NHK スペシャル「終わりの見えない被災（パラレル東京･5 日目=12/7）」に佐藤所員が出演･解説。 

 https://www6.nhk.or.jp/special/detail/index.html?aid=20191207 

・全国市長会･全国都市問題会議@霧島（11/8）に大矢根所員が登壇･報告「コミュニティ･レジリエンス醸

成のカギをさぐって─結果防災（活動･組織）の掘り起こし─」 
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 現地調査名称：「減災サイクルのステークホルダーの実相」調査～（脱）仮設･「復興」から日常への連繋 

 調査実施日時：第一次調査 2019 年 9 月 15 日－17 日 インタビュー①② 

        第二次調査 2020 年 2 月 22 日－24 日 インタビュー③④ 

調査対象者：①一般社団法人ウイーアーワン北上 代表理事 佐藤尚美さん 

②一般社団法人日本カーシェア協会 代表理事 吉澤武彦さん 

      ③NPO 法人ベビースマイル石巻 代表理事 荒木裕美さん 

      ④一般社団法人 ISHINOMAKI２･０ 代表理事 松村豪太さん 

 調査メンバー：2019 年度社研グループ研究助成 A（大矢根グループ）メンバー 

大矢根淳（研究代表、社研所員）、飯考行（同所員）、近江吉明（同所員）、 

所澤新一郎（同客員研究員）、三澤一孔（同客員研究員）、宮定章（同客員研究員）、 

        佐藤慶一（同所員）、福島義和（同所員）。   が、今年度インタビュー参加メンバー。 

 調査方法： 所澤が対象者にアポイントメントをとり、調査メンバー全員で指定された施設に赴き、イ

ンタビュー形式で 2 時間前後お話しをうかがった。質問項目等はあらかじめお知らせしておき、インタビ

ューの流れに沿って適宜、詳細質問項目を加えていった。会話を IC レコーダーで録音して、後日、テープ

おこし原稿を作成した。テーピおこし原稿については所澤が文体調整したうえで対象者に送り、チェック

してもらって掲載許可をいただいた。 

 

 

本稿は、2019 年 9 月中旬および 2020 年 2 月下旬の二回、宮城県石巻市で 2019 年度社研 G 

研 A（大矢根グループ）メンバーが中心になって行なった 4 団体代表へのインタビュー記録を

まとめ、若干の考察を加えるものである。 

 本研究グループの昨年度成果報告（所澤･大矢根 2019）において、我々は、サブタイトルに

「『仮設住宅』生活を射程に」として、仮の住まいに関わって展開されている石巻の事例を紹介･

検討した。仮設住宅の見守りからリエゾンして創設され復興（公営）住宅で活動を続ける「石

巻じちれん」や、その展開に伴走する医師の取り組み（仮設（地域）医療介護支援「石巻市立

病院開成仮診療所」）、そして、その実際の足となって人の尊厳（移動への根源的希求）を守る

移動支援 NPO 活動など。それらが結果的にいわゆる社会福祉需要、すなわちおおむね高齢者層

をターゲットにしているのに対して、同時期･同位相における子どもをまなざす「仮設のこども

支援」も取り上げた。これらは組織名称からとらえられる活動内容は全く別々である。しかし

ながら、応急避難生活から仮設、恒久と復興政策上の住居形態が異動していくなかで、一人の

 
・法学研究所公開シンポジウム「大川小学校津波訴訟とその意義」（11/23）を飯所員が主催。 

 https://www.senshu-u.ac.jp/event/nid00000502.html 

・社研定例研究会（2019.12.19@神田社研分室） 「阪神･淡路大震災から東日本大震災の 10 年総括検証に

向けて～復興･減災ステークホルダーをたどりつつ」開催。 

 https://www.senshu-u.ac.jp/event/nid00000493.html 

・社研公開研究会（2020.1.31@生田キャンパス） 「フランス革命･ベルンシュタイン文庫に見られる災害

復興」で近江所員がレクチャー、資料紹介。 

 https://www.senshu-u.ac.jp/event/nid00000475.html 
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被災者が経験する生活困難の展開をイメージしてみると、連続して発生する課題に連繋して対

応しているゆるやかではあるが実質的なネットワークであることに気づかされる。こうした取

り組みが復興行政においてオーソライズされると、最近では「災害ケースマネジメント」（津久

井 2020）と呼称されるようになってきている。しかしながらローカル復興の現場には、未だそ

のように呼称されずとも、確かにその内実を担っている諸活動が地道に展開･蓄積されている。

昨年度はまずは石巻市において 4 例を掘り下げてみた。 

 今年度は仮設から次の位相、すなわち復興から日常生活への収斂のサイクル･位相に射程を

延伸して継続展開されている活動事例を掘り下げてみた。これら地道･果敢な被災対応経験が

現場には確かに存在する。それらを精確に把握して言説化することで、惨禍への長期的な対峙

姿勢･視角のありようが明らかになってくるのだろう。そうした認識論的位置づけであること

を前言して、今年度の 4 団体事例を紹介していきたい。 

（以上、大矢根淳） 

 

 

1 ウィーアーワン北上 佐藤尚美さん 

 

 石巻市北上地域は市の東部にあり、2005 年の合併で市になった。太平洋と北上川と山に囲ま

れた自然豊かな地域だが、震災では 535 棟が全壊、300 人近くが死亡･行方不明となるなど大き

な打撃を受けた。一般社団法人「ウィーアーワン北上」代表の佐藤尚美さんも被災し、地域か

ら離れることを余儀なくされながらマーケット運営や子ども支援、海水浴場再開、若手チーム

「きたかみインボルブ」結成など北上地域でさまざまな取り組みをしてきた。復興応援隊とし

ても活躍し、各地で実施された防災集団移転促進事業で、行政や建築家等と連携しながら合意

形成支援をしてきたことも特筆される。2019 年 9 月 16 日、拠点である施設でお話をうかがっ

た。 

   

 写真 1：インタビューにこたえる佐藤さん 写真 2：ウイーアーワン北上 
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―石巻市の蛇田地区ご出身ですね。 

そうです。平成 9 年に（北上に）来ました。北上では白浜に住んでいました。 

 

―最初の北上の印象は。 

 人との関係が近くて面倒くさい（笑）。人が天性的に明るいなという印象がありましたね。1 市 6 町が合

併してまちづくり委員会があって、声を掛けてもらって所属していました。地域活動はそれくらいですか

ね。集落の行事は進んで参加する方でもなかったし、婦人消防団の加入を断ったのは私が初めてじゃない

かな。断ったら私の義理の母がまた入ったりして、若干浮いていたかな、いま思えば。消防団の必要性は分

かっていたんですけど、主人も入っていたんです。1 軒から 1 人ずつのルールだけど、男性でも入らない家

もあって。 

 

―まちづくり委員会に入ったいきさつは。 

 結婚して石巻の IT 会社でパートで経理をしていたんです。市が「ファシリテーター養成」のような講座

を男女共同参画推進委員会でやっていて。男女共同参画は分かってなかったですけど、委員は無料で受け

られるので入っていたんですね。そこからピックアップされて、（市の）北上総合支所から「まちづくり委

員会に入りませんか」と。まちづくりというワードも知らないし、まちをよくしようというより、嫌いなと

ころが多かったので「ひとくされ言ってやろう」くらいのつもりで参加しました（笑）。 

 

―人の関係が面倒というのは、よそから来た女性が抱く普通の感覚ですよね。 

 そう思っていた一方、思い返すと、震災のときは白浜で女性も男性も契約会をなくして 4 月から自治会

に移行する年だったんです。女性契約会の財布にお金が残っていて、解散でどうするかと。公民館に網戸

がないので「網戸を付けて残ったお金でみんなでおいしいもの食べに行こうよ」って。お嫁に来た当初っ

てご飯食べに行くのもいやいや行っていたんだけど、最後の幹事は私がやっているんですよ。実はノリノ

リで仕切っていたんじゃないの、最後はね（笑）。網戸の手配も私がやった。嫌いじゃなかったんだな、今

になってみると。 

 

―契約会は自治会とは似て非なるものですよね。 

白浜の人に言われたのは、共有で管理する山を持っていて、炭を焼いて仕事にして家で使う、そこがス

タートだって。市の制度で、自治会や行政委員はそのあとなんですね。お金を出し合って年に 2 回くらい

お祭りがあって。お嫁に行った当初は、男性は正月は着物で集まっていました、江戸時代みたいに。女の人

がご飯の支度していましたけれど、私の下のお嫁さんも増えてきて「何で男の人たちのためにご飯作らな

きゃいけないの、カップヌードルにしろよ」と思っていたら、そのように変わりましたね。最後は。 

 

―「佐藤さん」とは呼ばれなかったとか。 

 地元の人は屋号で呼んでいました。スカって。だから「スカの嫁」って言われて。お墓に屋号が彫ってあ

るんです。横須賀の須賀と書くんだって、お墓を見て気づいたんです。それまではカタカナで「スカ」。ザ

ルにもスカって書いてあって。 

家で電話を取ったら「スカだすぺ」って言われるんです。「違います、佐藤です」って言うと、「だからス

カだすぺ」って、この人ほんと何言っているんだろうって（笑）。面白かったというか、面倒くさいけど好

きになっていった。近所のお母さんたちも面白くて、人間としての教育はその人たちに受けたような気が

する。おにぎりを落としたら捨てるじゃないですか。お米は捨てるなって言われたり。白浜に嫁いで、小学
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生から挨拶されたんです。大人なのに挨拶されたみたいな、あそこで人間に育てられた気はする。 

 

―段々と北上に慣れて…。 

 蛇田ではほかの家の子どもを怒るって、よっぽどじゃない限りなかった。北上はうちの子どもも含めて、

並ばせられて隣の家のおじいさんが怒るんですよ。うちの主人カズヨシっていうんですね。怒られている

のは息子のカイトなんだけど、おじいさん年とっているからカズヨシ、カズヨシって怒るんです（笑）。顔

もたぶん似ているんですね。笑いをこらえながら小学生が聞いているんです。面白いなと思って。地引き

網をしても、都会から来た子どもたちって魚に触れなくて大量に廃棄したりするんですね。それを知って

いるから、地引き網が入るとみんな影に隠れて待っているんです。都会の子が取れないと言っていると

「取ってあげる」と寄ってって魚持って帰ってくるとか。段々、「田舎っていいな」みたいな。それでもコ

ンビニも電車もバスもないし、近所に友だちもいないし飲みにも行けないしで、不満の方が多かったとい

うか、文句ばっかり言っていたように思います。 

 

―文句は地域の大人の前では言いづらいのでは。 

私、言うんですよ（笑）。契約会でも「おかしい」って。何で私たちがお酌をしなきゃいけないのとか。

怖いおばちゃんもいたけど。婦人消防団は私が入らないと言ったら、私の後の世代が誰も入らなくなって、

若干責任感じたけど、またおばあさんたちが入れられる面白い現象があって、心の中で笑っていました。 

 

―消防団の活動が盛んでお祭りも…。 

 一般的なお祭りじゃなくて、カラ祭りといって、ただ集まって男の人たちがお酒を飲むだけなんです。2

月の春祈祷だけは 1 軒 1 軒回って、お酒を飲んで、1 品食べて獅子舞してというのを全世帯回るんですね、

男の人たちが。それくらいがお祭りらしいお祭りで、あとは飲み食いする、女の人たちは台所に集まって

手伝いをする感じでしたね。 

 

―震災前、北上で別の浜の行事に参加したことは。 

全くないです。白浜から奥は行ったことがなかった。長男が中学生のときに 1 回、小滝といういちばん

端の浜の子の家に送ってと頼まれて初めて行って、長男に「ここ、もはや北上じゃないよね」って怒った記

憶があります。すごく遠く感じて。小学校区も違うし、中学校は一緒ですけど親同士のコミュニティって

さほどなくて、中学の PTA は（橋浦、吉浜、相川）3 つの小学校区の中で役員を出すので、ほかの集落の

人と関わることはほぼなかった。 

 

―小学校はそのうち吉浜と相川が被災して。 

 震災後 1 年ちょっと蛇田の実家に身を寄せていたので、小学生の長女と次男の 2 人が吉浜小学校から蛇

田小学校に移ったんです。長女は 6、7 人のクラスからいきなりマンモス校でなじめなくて 10 日くらいで

朝になると吐いたり、これはまずいと思って。いまの北上小に間借りしていた吉浜小学校の校長先生に連

絡したら「手続きするから明日から戻しなさい」と言われ、すぐに戻して。次男は、もとのクラスは、元々

男の同級生は 3 人しかいなくて、3 人中親友の 1 人が亡くなって、もう 1 名は転校。北上に戻っても友だち

がいない。次男は男の子がいっぱいいる蛇田小が気に入って、長女と次男は別々の小学校に通ったんです。 

 

―送り迎え、大変でしたね。 

 大変です。送っても居場所がなかったんですね、家もないし。義理の両親は橋浦のみなし仮設の小さい
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家を借りていたんですけど、古いみなし仮設に 1 日いるのも嫌だし。息子も中学 2 年に上がるときで学校

変わりたくないと言って、毎日北上に通わなくてはいけなかったので、居場所を意識したというのは活動

のきっかけにありますね。取材で、今の活動は地域のために始めたと言われると、いやそうじゃないです

けどって。お店も一軒もなくなって牛乳も卵も買えないのしんどいね、八百屋みたいなことやろうってノ

リですよ、スタートは。 

 

―今のお住まいは？ 

 隣の河北地区に自力再建して、亡くなった主人の両親と義父の母も一緒に住んでいます。子ども 3 人は

みんな大きくなって出ていって 2 人は大学生で東京、いちばん下が高校 2 年ですけど、1 年間留学でアメ

リカに行って。 

3.11 のときって家を壊して建て替える予定で、図面も出来上がっていたんです。3.11 の朝に主人と「いっ

たん、どこに住む？」って。3 月中に出なきゃいけないのに何も考えてないねってしゃべったんです。震災

に遭ってローンを組む主人もいなくなったじゃないですか。仙台のパナソニックのショールームで子ども

たちとキッチンを選んで準備は終わっていてどうしようと。主人もいないのにどう建てるのっていうクエ

スチョンで、直後は計画は終わったと思っていた。実家に身を寄せましたけど蛇田ってほぼ被災してない

んです。新しい住宅地で立派な家が外国みたいに並んで、散歩していたら次男が「ここの人たちみんな幸

せそうだね」って言ったんです。「うわー、もういいや。全部変更なく計画通りに行こう」と思ったらやっ

と腹落ちして。出来ていた設計図で家を建てて、おじいさん、おばあさんとまた一緒に暮らそうって。やた

らでかい家で、納まる土地を探してもらって。 

 

―前の図面を完全に生かして。津波で流されなかったんですか。 

そのまんまです。図面は設計事務所にもあるし、3.11 は工務店に最終これでいいと返事をする日で、朝

に主人が「この窓どうしても気になる」と言って鉛筆で○をした図面を私が持って家を出たんです。 

 

―2012 年、ウイーアーワン北上を立ち上げ、この年の 12 月に復興応援隊になって、13 年 1 月にこの建物

ができて。その前の 12 年 2 月に北上のまちづくり委員会に入られていますね。 

 「設立いつですか」って聞かれるんですけど、12 年 1 月から私の活動自体は始まっていたので、最近は

12 年 1 月って答えています。お店をスタートしたのが 6 月。北上総合支所も半分職員がいなくなってぱん

ぱん、次々と住民説明会をしなきゃいけないタイミングで、まちづくり委員会に私がいたので声をかけや

すかったと思うんです。職員の今野照夫さんが「女性の力を出さないといけない」という人で、まんまと乗

せられて、説明会の受け付けや、手伝いからスタートしているんです。そのうちに「尚美さんたちがやって

いることが復興応援隊という制度で給料も出るから」と言われ、復興応援隊に活動をシフトして。復興応

援隊に声をかけられた当初は「もういい」と言っていたんだけど押されて。 

 

―直後の何もない状態で、こういうお店ができてどんな反応がありましたか。 

そんなに売れるわけでもないし、毎月赤（字）になるのは分かっていたんです。もともとあったお店がい

つ戻るか分からない、それまでのつなぎという意識で。みんなに喜んでもらって嬉しいというより、どう

食いつなぐか。じーっと店番というのが向いてないのは分かっていて、店にいたくないんです。だから雇

うアルバイト代もどう稼ぐかと。北海道大と法政大の先生から連れてってやると言われて（新潟県中越地

震で被災した）山古志を見にいって補助金や助成金、復興支援を知って、そういうことをやればいいのね、

と。 
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―震災前のお仕事は。 

 辞めました。その後、主人が若いときに手伝っていた土建屋さんが困っているというので経理の手伝い

を。最低限の給料を稼いで、こっちのマーケットをやる感じですね。朝早く石巻青果市場に事務服で仕入

れに行くんですよ、台車を持って。積んだまま桃生の職場に行って午前中経理や給料の計算をして、仕入

れたものを北上に持って来て、夕方、子どもを乗せて帰る。朝は子どもを北上への途中まで乗せて、おばあ

さんがそこまで迎えにきて。 

 

―離れ離れになった北上の人たちがここで再会するようなことは。 

 子どもの方が多かったかな。中学の野球部やバレー部は夜練があるんです。その間の居場所がなくて、

ここでご飯食べてから行ったし、子ども会も再開していなくて、学校以外の子どもたちの居場所づくりも、

本当に場所がなかったのでここでやっていたし。 

 

―ここで子どもたちは学習もしていました。 

 英語教室は、娘が幼稚園から習っていて、石巻の若い先生で、震災後もう 1 回習わせたい、本人も習い

たいって。私が塾にさらに送り迎えするのは無理と思って「先生こっちに来られませんか」という話から、

ちょうどコミュニティづくりで英語教室をしたらほかの子どもたちも来るかなって安易にやったら、いま

だに続いていますね。 

 

―復興応援隊4 の制度はどう評価されていますか。 

 応援隊に入ることで自分は育成されたという認識ですね。税金で給料をもらって、もらった分の時間は

明らかに地元に返している。成果は住民さんがどう思うかだけれども。応援隊は石巻のほかの地域でもやっ

ているけど、「高台集団移転の合意形成とか本当に純粋に復興支援をしたのってうちしかなくない？」って

思っています。ほかはその制度を使って稼げる仕組みを作ったけど、うちはずっと合意形成だったから稼

げる仕組みを作れないで「もうすぐ制度も終わり、どうする」というのはあります。よかったのかどうか。

この間、今も復興応援隊をしているみんなに、現時点で稼ぐ仕組みが作れていないことは謝りました（笑）。 

 

―いろいろ手掛けた復興応援隊の中で、北上は合意形成。 

行政の人たちが大変というのももちろんあるし、行政任せにした結論で残念なことになるよりは、自分

たちでやって、正解かどうかは分からないけど、納得して終わりたいなというのはすごくありました。集

団移転地を 11 か 12 作って、いちばん少ないと（一つの移転地で）4、5 世帯しかなくて、限界集落をまた

作り出している違和感がずっとあって。「北上はすごい」と言われたけど、今だから言えるけど私の中では

違和感でしかなかった。これがいいとは思えない。今やっている男の人たちはいいだろうけど、20 年後に

暮らす子どものことを考えたら、合意形成にあと 1 年かかっても、一つか二つの集落にまとめるべきだっ

たといまだに思う。私個人の中では失敗。 

 

―文化が違うそれぞれの集落を尊重し、コミュニティを大事にした面もあるのでは。 

 ただ、変わると思うんですよね。住む場所が変わっても、白浜出身とか思いを残すのは別な方法もある

 
4 東日本大震災からの一日も早い復興を目指し、被災地の地域づくりを目的とした住民主体の地域活動を

促進するため、県が市町村及び関係団体と連携して、それぞれの地域の復興に向けて意欲的に取り組む人

材を内外から募って結成するもの。 

宮城県「復興支援」HP。 https://www.pref.miyagi.jp/site/hukkousien/futtukou-ouentai.html 



－ 9 － 

はずで、かじりついて何が何でも白浜集落って言っても、もうこれからどうするってなっている。白浜ビー

チパークですらオープンしたばかりなのに 2、3 年後はどう管理運営するのか。いい機会だったから、北上

全体で一つにまとまればよかったのに。そしたらバスも利便性よくできたはずだし、お店は成立しただろ

うし。子どもがいる世帯は 1 軒だけって集落がざらだから、遊ぶ相手もいない。若い人も戻りたいって思

わないって。 

 

―どのくらい戻ってきている感じですか。 

4 割出ています。3 月に全住民アンケートをやったんです。行政から集落単位の人数を聞いて実際配布す

ると聞いた人数よりさらに 3 割、4 割余ったところもあって、住民基本台帳と実際住んでいる人のデータは

たぶん違います。中学生以上で配布したのが 1,822 通。いま住む実数ですね。 

 

―北上には国際協力団体の「パルシック」5 が長く入っていました。 

 パルシックさんあっての今の私です。井上（禮子）代表（理事）が「いいよ、やってみなさいよ、何か

あったら私が責任とるから」という人で、本当に自由にやらせてもらって。2、3 年目になると私たちも勘

違いして、復興応援隊にできることはもうないとかって偉そうに言い出すんですよ。そうすると井上代表

に「まだまだよ」と言われ、育ててくれた 1 人ですね。パルシックが（復興応援隊の）受託団体で、私は傘

下の応援隊で何でも挑戦できたというのはありますね。応援隊って市がパンク状態だから県とのやりとり

でした。市は総合支所が日報を受け取るとか、一部を担っただけで。3 年たって県から市に移行し、パル

シックが引いて、井上さんから「もうウイーアーワンでできる」って言われて、私が代表になって法人化し

て復興応援隊事業も引き継いだ。 

 

―ウイーアーワンは復興応援隊と地域おこし協力隊が混在しているわけですね。 

 地域おこし協力隊6 は熊本から移住してきた女の子 1 人でコミュニティナースを試験的に。復興応援隊

は兵庫県から移住してきた子と、もともとやっている 2 人。移住してきたスタッフは最初は市街地に住ん

でもらうようにしています。北上に住んでいると休みも仕事もなくなっちゃうんです。慣れてきて住みた

いと思ったら住んだらってしています。 

 

―白浜で 2 日間の海水浴の実行委員会を始められましたね。実行委員を誘うのに、北上から出た方をあえ

て意識していると話していたのを覚えています。そうした方々から「よく声を掛けてくれた」という、離れ

ても北上に関われることを喜んだ反応がありました。 

 知っている限りの人に声を掛けまくる名目でもあるし、私も北上にお嫁にきて、自宅は隣まちに建てた、

出ていった 1 人ですよね。なかなか帰ってくる機会もないし、人手不足でひねり出した苦肉の策。でも年

に 1 回、海開きの 1 カ月くらい前になるとそろそろ集まろうとなって、みんなで打ち上げして。海開きは

すごく疲れるんですけど、楽しくやれた。今年はほぼ招集かけることなく、土日に私たちがいると分かっ

ているから、何となくみんなぽろぽろ集まっているという感じですかね。 

 
5 外国の占領や侵略あるいは紛争の下で自立的な発展を阻まれた人びとが暮らしを取り戻すことに協力

する活動を展開する NGO。国際協力とフェアトレードを主な活動内容とする。 

PARCiC の HP：https://www.parcic.org/about/ 
6 人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人材を積極的に受け入れて地域協力活動を

行ってもらい、その定住･定着を図ることで、都市住民のニーズに応えながら、地域力の維持･強化を図っ

ていくことを目的とした制度。2009 年度から総務省によって制度化された。総務省 HP「地域力の創造・地

方の再生」。 https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/ 
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―海水浴場は北上のいろいろな集落の人が集まりやすかったですか。 

集落間の帰属意識がもともと北上は強い。ただ白浜海水浴場となると、集落を越えられるんですよ、地

元の海という認識で。白浜漁港や大室漁港だったら白浜の者、大室の者だけど、海水浴場はみんな思いが

ある場所なので比較的集めやすい。白浜ビーチパークデーというのを月に 1 回やっています。私たちの世

代は相川の人と一緒にやるって違和感ないけど、60 代、70 代の人には白浜で大室の人と一緒にやるって考

えにくい光景なんです。でも復興応援隊や若い世代がそれを取っ払って、最近は白浜の 60 代、70 代の人た

ちと大室のお母さん、おじいさんたちも一緒にイベントをやれるようになったんですね。 

 

―女性が広く声を掛けると、集落や世代の壁を越えやすい…。 

 女の人が右といったら右という家が多くて、お母さんたちが味方になれば男の人もついてくる。結構ジェ

ンダー系の団体の視察が来るんですよ。たまたまですけど、うちの団体は女ばかりなので。女性だから成

し得たことはありますかって聞かれるけど、あるわけないじゃんと思って（笑）。女の人って、子どもの代

まで想像してものを考えるのは男の人よりも強いなというくらいです。防潮堤も、男の人って勾配や海抜

とか得意気にしゃべるけど、女の人って海抜の高さも勾配なんかもどうでもよくて「えー、じゃあ、子ども

たち遊んでいた場所から海が見えなくなるね」って子どもを育てた環境を思い浮かべる部分が違うのかな

と。 

 

―北上インボルブの話を。 

 海開きをしていた私たち実行委員会メンバーが 12、13 人いて、一方で大室の南部神楽を再建させようと

いう若いグループが別にいて。復興応援隊の制度がなくなったら活動をどう続けようと思ったときに、今

のうちに地元のネットワークを作っておきたくて、こっちのチームだけで完結するのしんどい、そっちは？

と尋ねたら「こっちもしんどい」、じゃあ一緒にやらない？というのが北上インボルブのスタートで。 

 まちづくりの復興計画書を作りたかった。本庁の復興計画書って分厚いけど、北上は 1、2 ページしかな

くて、自分たちでちゃんと作りたくて、まずはそこから一緒にやらないかと持ちかけたんですね。やろう

やろうって集まって。みんな向いている方向は一緒なんだけど、いざ、話をするとばらばら。10 人 20 人で

話し合っても作っても、こんなに思いは違うのに意味がない、計画を作る仕組みが北上で必要なんだと考

えが変わって。ただ、復興計画書づくり名目で補助金を市から取っていたんですよ。これはまずいと思っ

て苦肉の策で「北上を面白くする提案書」を作ったんです。それが「きたかみインボルブ」の初仕事で。 

 

―名前の由来は。 

 毎週 1 回、1 年間集まり続けたんですよ。私は地域づくりって何となく分かっていたけど、みんなにイ

メージをつかんでもらうのに岩手県大槌町に視察にいったんです。北上の皆さん、どの程度話し合い進ん

でいますかと聞かれ、こっちは全然進んでないわけですね。すぐ対抗意識を持つんです、こっちの人たち

（笑）。帰りのバスで、週 1 回集まらなきゃ駄目だって。「ウソでしょ！？」って思ったけど、実際、毎週

集まって。インボルブという「巻き込む」ような名前にするのだけでも 3 回集まって。くだらないことを 1

年しゃべっていた気もするけど（笑）。 

 

―「ウイーアーワン北上」という名前のいきさつは。 

志を引き継いでいるんです。主人がサーフィンをしていた縁で。ハワイで「GO-NAMINORI 」というサー

ファー集団があって、代表の 1 人が we are one という団体を立ち上げて、日本に復興支援に入って。それ

で世界中のサーファーが来て仲良くなって。初めてボランティアと関わったんですけど、全く会ったこと
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もない人が、極端な話お金をくれるわけですよ。そういう人たちがいること自体が衝撃だった。受け取りっ

放しも嫌だし、恩を次につながなきゃいけないという意味で名前を引き継がせてもらったんです。 

 

―ハワイの方々には、ご主人がサーフィンをやっていたことも伝わっているわけですね。 

 そうですね。いまだに仲良く付き合っています。先日の海のイベントも 3 人来て、ずっと手伝ってくれ

ました。we are one に入っている人は世界中に。日本でもいっぱいいます。 

 

―合意形成って難しいと思うんですけど、感じられたことは。 

 市から事業を引き受けている立場だから、制約条件とかあって住民さんの合意形成をしなきゃいけない

状況ってしんどいですね。こっちは A の方向にしたいいけど住民さんは B。分かるけど A に持っていかな

きゃいけない、市の方針、そういう制度だからみたいな。この仕事嫌だと思っていた時期もあったけど、

こっち側の制約をまずは取っ払って考えるようにしてから吹っ切れて、そしたら合意形成も楽しくなって

きた。 

4 年くらい前から地域自治を意識していました。島根県の雲南市に視察に行ったり、北上で講演会もして

地域内に種まきしながら。全住民アンケートをやって新しい仕組みづくりに入る段階になったんですね。

市は組織図が好きじゃないですか、代表や役員がいて、行政委員や自治会長が入って、社協、学校、地元企

業、みんなで話し合うみたいな。正直うんざりしつつ、でもやんなきゃで。今年になって「市が望む形で仮

に組織を作ったところで 3 年か 5 年しか持たない」って思ったんです。もうやめよう、やるけど、組織体

系は気にせずに、まずは本当にやりたい人たちで組織を作ろうって。行政委員や自治会長は困ったときに

助けてくださいと第 2 層の応援団的に入っていてもらう。若い人を助けてという立場で声をかけると、そ

れはいいさと言ってくれるんですね。 

地域自治システムって、まち協みたいなことですよ、市が言うのは。石巻全部で 16 のまち協を立ち上げ

る計画で、成功事例として北上に期待していると言われてプレッシャーはあって。一方で、地域を維持す

るために頑張る人たちが頑張り続けなきゃいけない仕組みにうんざりして。誰も頑張らなくても地域が維

持できるようにしなきゃ無理って。暮らしのサポートセンターみたいな地域運営をサービス業の視点も

もって、どうやって確立していくかは社会問題なので、取り組もうとしています。 

 

―高台移転の合意形成で心掛けた点があれば。 

集落に私たちが意見することはないです。基本は全部集落の人たちが決めます。こういうことが課題に

なるねと気づいたらクエスチョンを投げるくらいで、集落の人たちが決めますね。 

 

―中越を視察された際、おじいさんのお話が印象に残ったという話を以前されました。 

 「復興って普通に死ねることなんだよな」って言われたんですね。いろいろ迷うときの判断基準にして

います。自分が死ぬとき、どう思うかな、よかったかな、後悔するかなって考えます。震災で家が流され

た、みんな大変って聞くけど、何がいちばん不幸って普通に死ねなかった人たち、子どもも含めて、そこに

尽きると思っているんですね。必ず人って死ぬから、少し早かったとかすごく早かった人もいるけど、普

通に死ねなかったことがいちばん気の毒と思う部分。死ぬときって「あとはもう任せたよ」って言って死

んでいきたいじゃないですか。私も「お疲れ」って言って死んでいきたいし、できなかった人もたくさんい

たのが東日本大震災で、みんな安心して死んでいける地域だよねって思いたい。 

 地域のことを頑張る人が正義で、頑張らない人は悪みたいになっているんですよ。私も無意識にしてき

たところもあって、頑張らなきゃいけないけど、もう嫌というのがあるから重苦しかったんですね。いま
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頑張っている人も、地域のことは自分でやるしかないと責任もってやっているけど、疲れてもういいって

思っている人もいるだろうし、やめたいという選択肢もないと、誰かが頑張り続けなくっちゃというのは

安心･安全じゃないわって。 

ある程度行政に委ねる部分、ビジネスに任せる部分、最低限の集落でやらなきゃいけない部分と 3 つに

整理して、サービス業とコミュニティで担う部分を地域自治で作らなきゃいけない、思いだけで集落を運

営するのはしんどい。1 個の会社と思えば福利厚生も担わなきゃいけない、それを作る事業は面白いかなっ

て思えるようになったんです。 

 

―北上に関わってこられた原動力って何でしょう。 

 自分も子どももこの時代にこの場所に生きていたことを後悔するのもいやだし、何だかんだ大変だった

けど、最終的にまあよかったよねと言えるように生きたいというのもあって。震災でいろいろなものをむ

しり取られるように取られたわけじゃないですか。泣き寝入りみたいなのも嫌だし。若いときから夢みた

いのはなかったんです。でもこの仕事を通じて地域に仲間ができて、私単体で夢は見つけられないけど、

こうしたら面白いね、楽しみだねとみんなで共有する夢みたいな面白さはすごく感じる。それが原動力か

な。 

 

―やってよかったなって思うことは。 

 全住民アンケートはすごいしんどかったけど、やってよかったな。あとは白浜海水浴場かな。4 年くらい

前にビーチパークの図面が市から出てきたときは全然違うものだったんですよ。いま大きい東屋があるけ

ど、当初の計画では公園にあるような小さくて屋根がついた丸いものが 4 つか 5 つあって、シャワー室も

よく市民プールにあるブース型、更衣室と、ありきたりの図面が出てきて。こんなのつまんないって。3 年

くらいで何回ワークショップやったか。バーベキュースペースの話のときに、地元の人って誰もキャンプ

場行ったことがないんですよ、近所で済むじゃないですか。新潟のスノーピークまで見に行って、役所の

人も一緒で「これがキャンプ場か」って（笑）。そういうところはすぐ競うから、どうせできないくせに見

に行って、楽しみながら。やっぱり東屋はでっかいのがいいよとか。ハワイで格好いいなと思ったのは、青

空の下でのシャワー、ヘッドだけ椰子の木の下から出ていて。市民プールみたいなブース型って古くなる

と気持ち悪いんですよ、髪の毛落ちてたりじめじめして暗くて。市が最後まで反対したんだけど、男女関

係なく外の開放型だと粘って、今は市は「あれはよかった、評判いいわ」って。ちっちゃい子連れて、ちっ

ちゃいブースでシャワーを浴びて着替えるって大変なんですよ、暑いし。外でバーッとシャワーを掛けら

れた方が楽なんですね。 

 

―全住民アンケートはどういうところがよかったんでしょうか。 

しんどい作業だったけど、住民さんはどう思っているんだろうと聞きたくて前からやりたくて。一つの

集落から 1 人か 2 人協力者を募って回収、配布をやってもらったんですけど、すごい協力的で、回収率も

92％くらいで 100％の集落いくつもあって。60 代後半の「協力してあげるよ」と言った人は、ちょくちょ

くここに来て「あと 1 通集まんない」と言うので「もう大丈夫ですから」って（笑）。ある別のおじいさん

は途中経過を連絡くれるんです。何件集まって、この家は去年まで住んでいたけどお嫁さんが入院してっ

て、私には実は誰のことか全く分からないのね（笑）。3 日か 4 日おきに途中の報告くれて、集落事情も見

えてきて。労を惜しまずやってくれる人たちも地域自治システムでぜひ活躍してもらいたくて。働いた分

に見合うようにお金払いたい、仲良くやりたいなって。本当にあの世代はすごいなと思った。 

市は、北上の地域自治システムは 1 個、要はまち協 1 個って設定したんです。最初はこれだけ地域内で



－ 13 － 

も帰属意識違うのに、1 個にできるかって思ったの。でも調査で集落単位の自治会機能が崩壊しつつあると

ころも見えて、これは 1 個しかないなって。総会もしてない地域もあって。ある地域でアンケート結果も

報告しながら、自治システムの説明会をしたんだけど、最初は 2 人しか来ないんですよ。地域のことを話

し合いましょうといっても興味ないんですね。 

 

―震災後、より深い付き合いを北上の人とする中で、印象は変わりましたか。 

みんな人は好きですね。変な人もいるけど、ひっくるめて面白いなと思うし。世界中からたくさん支援

をもらってここまできて、内輪もめで地域が終わっていくのも絶対嫌だし、それは誰も口に出さないけど

みんな腹の底に持ちながら関わっている気もして。意外と高齢の人たちも仲間を欲しいという人たちがい

て、そういう部分も見えてきた。 

私たちはまちのトップセールスマンと思いましょうとうちのメンバーには言っています。北上の暮らし

をサポートする会社を作って、住民の福利厚生もやりながら、まちのトップセールスマンという思いでや

る。何で私たちがやらなきゃならないの、支所でやれよと思うことが今までいっぱいあったわけですよ。

市で説明会をするときに「尚美さん悪いけど、おれたち苦手だから司会やって」とか。「何でそんなことを

私がするのって思うけど、自分はまちのトップセールスマンと思ったら腑に落ちますね」って言ったら、

メンバーみんな「ウン」て言って。 

私たち行政に委ねすぎたから、行政依存になったのかなと思って。でも、この人口構造で総合支所は縮

小せざるを得ないと思うんです。その部分を住民に担ってもらいたいという流れは理解できるけど、住民

の思いだけでは限界があってお金をもらわないと無理です。思いだけでやれる人はいないよなって。やれ

る層もいなくなる。かといって地域運営をサービス業でやっていくのはデメリットも出てくる。逆にコミュ

ニティを壊してしまうとか、地域を何でも知っている人がいなくなるとか、気をつけて、地域でできるこ

とはぎりぎりまででも頑張ってもらうところは崩さないで、できなくなってきたときに備える、仕組みづ

くり。 

 

―災害後、支援者や支所との関係で印象に残ったものはありますか。 

 （日本建築家協会東北支部の）手島さん、法制大の西城戸教授、北海道大の宮内教授たちはじめ、支援に

関わってくれた人たちは相当大きい。中でも「れんぷく（一般社団法人みやぎ連携復興センター）」とパル

シックの存在はすごく大きくて、今に結びつけられたと思います。私が「分からない」って言うと、れんぷ

くは「尚美さんそこに行ってきたらいいよ」「あの人の話聞いたらいいよ」「これ読んだらいいよ」とアド

バイスをくれて。（れんぷく代表理事の）石塚（直樹）さんなんて、「ちょっと今日来て」というときも過去

にはあった（笑）。「れんぷく」振り回したし（笑）。ああいう人たちに育てられたし、総合支所って支所長

も担当官も 2、3 年で代わる中で、こっちは同じメンバーだから、当然、情報量も違う。新しい職員も市に

入ってきて「何で私より給料高いの」と変なこと思っていた時期もあったけれども、いまは母親の目線に

なって「こういう子たちを育てなきゃならないよな」って思いながら接するようもなったし。 

 

―あまり行政に文句を言う感じでは…。 

言うときは言っていましたよ。キャラ的にクレーマーと思われていてもそんなにクレームしたことない

と思うんだけど。行政からすると提案もクレームの一種のときもあるんです。だから提案はやめて自分た

ちでやってみせる方式にしたんです。市内にいっぱい NPO もあるけど、1 団体だけでは解決できないこと

もあって、3 年前に「石巻 NPO 連絡会議」をいしのまき NPO センターが作って、うちはそこの幹事団体に

入って 3 年間月に 1 回会議を続けてきたんですね。ただ、そこで固めた意見を市に提案するけど、無理で
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すってあっさり切られるんですよ。担当者ベースで切られるって何だろうと思って。組織化して役員も決

めて、無視できない存在に私たちがならないと話にならない。「いしのまき市民公益活動連絡会議」という

組織体に変更して、私は一期の共同代表になって、おととい設立総会委員をしたんです。 

 

―市の上層部に持っていきたいですよね。 

 まちをこうするって 1 本軸があって、面白いものを枝に肉付けする人たちが軸にくっついていくと成長

するんだけど、石巻って軸がないと言った方がいて、私も全くそう感じるんですよ。楽しそうにやってい

ても、尻すぼみになっていきますよ。この幹をみんなで作りたいって思って。市に提言できるようになる

には、きちんとガバナンスもとれる組織にならなきゃならないねって当時の幹事団体で話し合って。休眠

預金や財源も考えると、単体で発信して外部からお金を集めるって皆無に近いですよ。北上で地域自治頑

張っていますといっても何のインパクトもないし。でも、社会問題の縮図みたいな地域でみんなでやって

いますというネットワークがあれば、期待して資金提供をする企業も出るかもしれない、私たちはつなが

ろうって話しています。 

 

 

2 日本カーシェアリング協会 吉澤武彦さん 

 

 東日本大震災で石巻では約 6 万台の車が被災した。一般社団法人「日本カーシェアリング協

会」は石巻入りした代表理事の吉澤武彦さんが設立した。ペーパードライバーで運転もおぼつ

かなかった吉澤さんが手探りで、車を失った人に寄付で集めた中古車を無償で貸し、協働で利

用してもらう活動を始めた。「石巻発 寄付車でつくるやさしい未来」を掲げ、病院や買い物の

送迎から、旅行など利用者同士の交流まで支え合いが広がってきた。石巻を拠点としつつ、活

動範囲は災害のたびに全国に広がり、生活･移動手段を失った人に車を届け、たくさんの笑顔を

生んできた。2019 年 9 月 16 日、九州豪雨で被災した佐賀県の支援から戻ったばかりの吉澤さ

んに石巻の事務所でお話をうかがった。 

 

  

 写真 3 インタビューにこたえる吉澤さん 写真 4 日本カーシェアリング協会 
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―事務所があるこの建物は… 

 福島県浪江町の皆さん 4 世帯が二本松市で生活されていた仮設住宅です。解体して持ってきて、建て直

して再利用しています。延べ 400 人くらいのボランティアが手伝ってくれて、カーテンもエアコンも再利

用です。トイレも流し台も全部。 

 

―事業内容を。 

 「寄付車でつくるやさしい未来」のキャッチコピーでやっています。寄付で集めた車を使って持続可能

な共助の社会、地域で支え合う持続可能な形を車でつくる。実現のために 3 つの事業をやっています。カー

シェアリングで支えあう地域をつくる「コミュニティ･カーシェアリング」、人と地域を寄付の車で元気に

する「ソーシャル･カーサポート」、災害で車に困らない地域をつくる「モビリティ･レジリエンス」です。

カーシェアリング協会という業界団体のような名前ですが、東日本大震災をきっかけに石巻で、1 台の車を

集めるところから始まった小さな非営利組織です。スタッフは 11 人、車が 120 数台です。 

 

―経緯を教えてください。 

 「神戸元気村」の山田バウさん7 が師匠です。僕がサラリーマンを辞めて世界旅行へ行こうとしていたと

ころで出会い、バウさんと行動するようになって、色々学びました。 

 東日本大震災で、僕は福島に駆けつけて子どもたちを疎開させたり、避難所に炊き出しセットを置いた

り、個人で動いていました。2011 年 4 月、バウさんから「提案がある」と連絡があり、東京タワーの 1 階

で会ったんです。「避難所に今いらっしゃる方が仮設に移ると、行政主導で自治会が形成される。そこにカー

シェアリングを提案する準備を今からやったらどうや」と。その時、僕はペーパードライバーで、車に関し

て全くの素人でしたが、車を集めたら何とかやれるかなと思って「引き受けます」と始めました。 

「会社四季報」を見ながら一部上場企業に「車ください」と言って回りましたが、何の実績もありません

し、車のことも全然知りませんし、カーシェアリングという言葉も初めて知ったくらいですから、当然、断

られるんです。でも、やっていくうちに 1 台目をくださる社長が現れ、その車を石巻に持っていったのが

7 月でした。 

車をどこに渡そうか、最初はモデルとなるようないい人柄の人がいるところでやることが大事と思いま

した。できたての仮設住宅を回って、「移動に困っていませんか」と協力してくれる人を探して、いいなと

思ったのが（前回インタビューに登場した「石巻じちれん」の）増田さんがいた万石浦団地なんですね。こ

の時、協力を申し出てくれた方々ご自身はそんなに移動に困っていなかったけど、皆さんのために何かや

りたいという気持ちがあふれた方々だったので、ここでやれば成功すると思ったんです。 

陸運局や県警といった公的機関と調整し、全部オーケー取って仮設住宅の敷地に車庫証明を発行できた

のが 10 月です。半年かけてようやく 1 台目が使えるようになった。でもニーズはまだあったので、そこか

らどんどん展開しました。仮設は不便な場所で、皆さん車もなく移動に困っていました。見ず知らずの人

ばかりでコミュニティが生まれづらい状況でした。復興住宅に移っても高齢化が顕著になって、交通弱者

や孤立、担い手がいない中でのコミュニティづくりという問題があり、向き合いながら取り組んできまし

た。 

 

― 3 事業のうち、まずコミュニティ･カーシェアリングを教えてください。 

カーシェアリングから支え合う地域をつくるという目的が、巷のカーシェアリングとは違います。乗り

 
7 阪神･淡路大震災で「神戸元気村」代表として活躍した山田バウさん（故山田和尚さん）。 
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合いで買い物、高齢者の通院支援、親睦を深める旅行、地域の活動の送り迎えにも使います。お出かけサー

クル、活発に動くサロンとして車を活用しながら、気がつくと移動の問題も解決している感じですね。 

 サロンやツアーって色々な自治会でやっていますけれども、それに外出支援を組み合わせた形です。合

体させることで継続的な形をつくる。外出だけでは担い手がいなかったり、頻度が少なかったり、なかな

か継続できないんですけれども、元気な人も助けが必要な人も混ぜれば、本当の意味の互助が起こりやす

いんですね。 

 各地域でルールと役割を決めて、運営してもらうのも特徴です。予約をする人、ドライバーとの連絡役

が必要だし、何人くらい参加するのかといった窓口、お店を予約する旅行係も要ります。机を並べるのも

担当がやります。皆さんができる範囲で協力する。カレンダー見ながらの相談も、手帳というアナログな

形で。月 1 回くらい開くお茶っこでルールを調整します。花が咲いたから行きたいねとか、お出かけ企画

も決めていきます。 

 

―お金の負担などは。 

経費は平等に分担する仕組みです。運転日誌に、誰がどのくらい参加したかを記録で残しています。ガ

ソリン代もかかりますし、使った分だけ割り当てて負担します。その意味でカーシェアリングですね。道

路運送法で、送迎して対価を受け取る単純な行為は白タク行為になるので、料金を決めてやるのではなく、

経費を分担します。5km･500 円、旅行に参加すると 1,000 円といったようにルールを決め、集まりすぎたら

返し、足りなかったら割合に応じて追加で徴収します。年 1 回の総会で清算します。経費が賄える運営が

できるように、積み立てがどのくらいかを確認していきます。 

 カーシェアリングを導入している地域の人は、導入していない地域に比べて仲のいい知り合いがたくさ

んいます。半分以上の会員に仲のいい知り合いがたくさんいて、仲のいい知り合いがいない人はほとんど

いない。友だちに囲まれた生活を、復興住宅に入って 2 年前後で実現しています。移動の問題も 7 割 5 分

くらいが改善したと言います。もともと困っていない人も参加しているのもポイントで、困っていた人は

何らかの改善をしています。 

 ユーザーで免許返納される方が結構いらっしゃいます。それぞれ事情がありますが、皆さん「カーシェ

アがあるから」という話をされます。安心して返納できる。市長も返納しましたけど「カーシェアに期待し

ている」と言っていただきました。導入しているのは石巻で 10 地域。岡山で 2 地域あるので 12 地域です。

テスト的に鳥取も 2 地域で始めていますし、滋賀県の大津も 1 地域これから始める予定にしています。 

 

―参加者の平均年齢は 74 歳ですか。 

 若い人も参加してもらいたいなと思いますけどね。会員数は増えています。去年は月平均 9 人増えたの

で、1 地域 1 人のペースですね。2 カ月に 1 回はお出かけして、買い物ツアーは平均月 1 回くらい。僕らは

導入や運営のサポート、ルールづくり、地域との連携を。石巻専修大ともコラボして、トヨタでエンジンを

開発していた先生の学生さんがタイヤ交換、オイル交換をやってくれます。経営学部のゼミは車を管理す

るシステムの開発を、会計のゼミは会計を手伝ってくれましたし、ゼミ生が就職して経理を担当していま

す。 

 石巻で 7、8 年やってきたので、ある程度形ができました。ほかの地域に雛型を持っていって、月 1 くら

い通いながら運営のサポートプログラムを作っていきます。自治体や民間財団も協力してくださり、鳥取

は日本財団、岡山ではトヨタモビリティ基金。大津は自治体が予算を確保してくださり、カーシェアリン

グのグループを作ることにしました。 
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―二つ目の柱の「ソーシャル･カーサポート」について。 

 生活に困っている方に安く車を貸し出し、レンタカーの事業もしています。石巻の半島部の店で買い物

をするとキャッシュバックします。普通のレンタカーよりも意味があって、地域起こしになることをして

います。1 回購入すると 500 円の割引があって、買い物したり宿に泊まったりすると最大 2,000 円の割引。

軽自動車 1 日借りると 3,000 円くらいなのでだいぶ安い。店側の負担がないので、半島部ほぼ全ての店が

加盟しています。レンタカーで震災遺構を訪れる人は 3 割引。震災を伝えていく役割は僕らにもあります

ので、車の面でバックアップする。石巻に電車で来た人は大川小学校まで公共交通では行けないです。 

あとはリースですね。起業する人、非営利活動をする人、移住してくる人、地域の力になる人に安くリー

スしています。被災した方に無料で貸し出すんですけれども、期間が終わったら格安リースをして車を買

い戻せるまでサポートをする仕組みも作っています。 

 

―三つ目の柱の災害支援、モビリティ･レジリエンスは。 

車がないと災害からの再建が進みません。買い物や行政手続きもできないし、避難所が自宅と離れてい

れば片づけもできない。車を集めて 1～3 カ月の無料レンタカーを熊本地震や西日本豪雨でもやりました。

8 月に豪雨があった佐賀の支援に入っています。車が 1 台もない人、近所の人と一緒に使える人を優先して

貸し出します。できるだけ車を有効活用しながら、簡単なシェアの仕方をお伝えして使ってもらっていま

す。 

 

―一つの災害で利用件数は。 

西日本豪雨で 629 件。一気にそれまでの 10 倍くらい支援の規模が大きくなりました。行政と連携できた

からです。岡山県に僕らが車を運んだニュースをたまたま伊原木岡山知事が見ていたのがきっかけです。

移動や車が水没した問題で行政がバックアップできないのをもどかしく思われていたそうで「ここを応援

するのが被災者にとっていいんじゃないか」と産業労働部長を呼んで「ここを調べて、よかったら応援し

てあげてください」と……。 

 岡山県から自販連や軽自動車協会という地元の業界に要請いただいて車を集めてもらったんですね。13

社のディーラーが協力してくれて 43 台集まりました。倉敷市は真備体育館という、支所機能が移った先の

1 室を鍵付きで確保してくださり、インターネットつきでした。総合公園で駐車場もありましたから車集め

の広報を徹底的にやってくれたんです。仮設住宅の案内に僕らのチラシも一緒に同封してくださいました。

車が合計 100 台くらい、半分は地元で集まりました。佐賀の豪雨でも連携の教訓が生かされて、僕が佐賀

県庁で業界に声を掛けてくださいとお願いしたら動いてもらって、佐賀の自販連と軽自動車協会が動いて

くれています。武雄市もぜひということで、インターネット付きで場所を確保してくれて、いろいろ広報

もやってくださり、モデルができました。 

 岡山県とは災害連携協定を結びました。県が自治体と連携して場所を確保して、車の業界が車を確保し

て、僕らが対応に当たる内容です。石巻では電気自動車も扱っていますので、電力の供給も含めて協定を

結んでいます。 

 

―車が駄目になる災害は水害や津波がイメージしやすいけど、地震はどうですか。 

 水害の方が車に対するニーズは高いですね。でも地震でも下敷きになるし、結構なニーズがありました

ね。熊本地震では、熊本の被災者から「車が被災してにっちもさっちもいかないんですけど、遠いから無理

ですか」と差し迫った電話がかかってきました。 
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―日本カーシェアリング協会という名前の由来は。 

バウさんが「ヤフーで調べてもどこも使っていない。この名前でどうや」と勧めて。ある業者は「その名

前使いたかった。業界団体でないことは言っといてね」と言いました。 

バウさんから「一時の支援ではなくて新しいものを作る。社会にインパクトを与える雛型を石巻で作る

ことこそが地域への貢献であり、いちばん大事」と教えてもらいました。コミュニティ･カーシェアを導入

したいと思ったら気軽にできる環境を作りたい。寄付でもらった車なので、できるだけ有効活用したくて。

この車から何が生み出せるか、最大限どんな貢献ができるのか挑戦する、そういう気持ちが大きいですね。 

災害では東日本大震災級でも対応できる体制を 2025 年までに作りたい。西日本豪雨は広島も愛媛も被害

が大きかったけど、真備中心の取り組みしかできなかった。複数地域で展開したい。複数の拠点を持ちな

がら運営できる仕組みを作っていきたい。活用できない車も集めてリサイクル企業と連携し、買取価格を

活動資金にすることも始めました。 

 

―ご出身は兵庫の姫路ですね。阪神･淡路大震災とは。 

全く関わってないです。高校 1 年でしたけど支援に行ったりもせずに。部活で精一杯でした。ただバウ

さんと出会って、神戸元気村の活動も教えてもらって、感銘を受けて。そういう意味では神戸の経験とい

う流れにあると思っています。 

 

―関係機関との調整は大変でしたか。 

 県警がいちばん大変でしたね。許可、管理体制とか、責任者を明確にしないといけなくて。カーシェアリ

ングはヨーロッパが発祥で、キーボックスで鍵を管理することをヨーロッパではやっていたのでキーボッ

クスを大量に手配したけど、人かシステムで管理する形でないと駄目だと言われて、困りました。でも、そ

の方法で会話も生まれればいいかなとも思いましたから、従いました。 

 

―長い準備期間が大切だったわけですね。 

 堂々とやりたいなと思ったので、行政機関とも色々面倒でしたけど、まともにやっていきましたね。規

約もチェックされて「もっとこうして」と言われて。この頃、携帯で掛ける電話番号は、県警交通規制課の

係長が 1 位でした。それくらいやりとりしていた。それだけ粘り強くやったから県警や陸運局も応援して

くれたというか認めてくれたというか。今は東北運輸局も応援してくださり、シンポジウムにも呼ばれる

ようになりました。 

 

―仕組みが東日本大震災の前にあれば、直後から困った人たちを助けられましたね。 

 今だったらできますね。業界もある程度協力していただけますし、人の確保だけですね。佐賀の支援は

電話の受け付けは真備でやっているんです。真備で経験した人がやってくれて、それを基に僕らが車を貸

し出す人を決めています。リモートでできますし、やり方は整理できましたので。直接対応する人が確保

できたらもうできますね。 

 

―ドライバーはどうやって確保を。 

 コミュニティができているところは、地域の中で手伝ってくれそうな人の目星がつくので地域の人が集

めてくれます。ドライバーが全然違うところに住んでいるのではなくて、基本的には地域で完結するよう

に。石巻はなかなかコミュニティができなかったので、1 軒 1 軒回りながら「協力してもいいよ」という人

を探して、お願いしています。 



－ 19 － 

―カーシェア会へのサポートは。帳簿のつけ方とか、どうされていますか。 

 基本的に石巻の場合は事務局的なところを最初は僕らがやっています。それをどんどん渡していく感じ

です。前向きで、センスのいい人がどの地域にも 1 人くらいいてるんです。その人にちゃんと手当を渡せ

ば、僕らが人を雇うよりも地域にとっていい場合があるので、切り換えようとしています。遠方は石巻か

ら通うのは難しいので、最初から自分たちでやってくださいと。僕らのところに来る地域は意識が高いの

で、できます。 

 

―企業から受ける支援は新車ですか、それとも中古車。 

 中古車ですね。個人の方が結構多いですね。買い換えで下取りに出しても二束三文だったとか、最近は

免許返納で車を手放すという理由が多いですね。所有者が亡くなられて、「廃車にはしたくないので車を活

用してもらいたい」という方も。使い終わった車は「売る」「廃車」にするという選択肢がこれまであった

けど「寄付」はなかった。選択肢が増えました。 

 

―遠方からの車の輸送費は。 

 基本、僕らが負担しています。石巻に運んでもらった帰りの旅費は負担してもらいます。こちらが運ぶ

ときのガソリン代と高速代は僕らが払います。遠方でお金がかかるのに見合う車でない場合はお断りして

います。車をお金に換えて活動費にする選択肢も作りました。 

 

―この事業をはじめのころから「全国展開できるかも」と思いましたか。 

 最初から「できる」という感じでは思っていました。僕らが支所を作ってもやれますが、車を集めて貸す

だけなので、車屋さんやレンタカー屋さんが本気になったら簡単にできます。コミュニティを作るサポー

トのノウハウは違う連携が必要になるので、僕らが見せていきますけど。徐々に災害時は、車屋さんやガ

ソリンスタンドが無料で車を貸し出す動きが、小さな規模だけど出ています。コミュニティ･カーシェアは

道路運送法の絡みもあるので、教えていく必要があります。省庁のアドバイザーを任せてもらえそうになっ

てきたので、そうなれば国のお金で教えに行けますから、手を挙げたところがやれる仕組みが進むと思い

ます。 

自動運転はまだかかりますし、公共交通で賄える財源も限界がある。地域の助け合いや個人で助け合い

をしている地域には、ルールや法に触れるところだけ教えてあげるとできるんですよね。それなりにでき

るんじゃないかと思っています。 

 

―交通手段が廃止、高齢化で運転もできない人ばかりの地域に導入できますか。 

 石巻のように、仮設住宅や復興住宅という形で、ある程度、人が集合している方が事業に向いている気

がしますね。でも、岡山で山の中の 140 人しかいない集落でもうまく回っているんですね。地域のおじさ

んとおばさんが窓口やドライバーを担い、協力してやっている。ここの面白いポイントは、移住してきた

若い人がうまく地域の中に入って、あまり出すぎないように気を遣いながら、サポートしたり、運転を時々

手伝ったりしているんですね。 

 中山間地域はやっぱりニーズはあって、宮城県南三陸町の入谷でもテストが始まりました。地元の議員

さんが課題に思って、地域の人に声をかけて、3 つの町内会の区長さん、老人クラブの会長さんを呼んで、

やるぞとなって、ドライバーをそれぞれの地域で 3 名ずつ確保したんです。コミュニティがあるところは

まとまれる。 
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―女性に比べて高齢男性は地域で孤立している人も多いです。加わってもらう工夫は。 

 地域の集まりには参加しなくても、何か関わりたい気持ちを持った人に担い手になってほしくて石巻で

声をかけてきました。自治会役員をやっていない人がドライバーになって、存在感が出てきて役員になっ

て、自治会長まで上り詰める人を 3 人輩出したんですね。1 人が増田さんです。 

 

―役割を与えることで性格も変わるというのは男の人に多いらしいですね。 

 そういう役割を付与していく、男性が参加しやすいところをつくることでもあるんです。お金や、運営

の世界は男の人は関心があります。お茶っこには参加しないけど、3 カ月に 1 回くらい数字の話が出る時は

参加する人もいます。親睦旅行でドライバーとして協力してほしいとお願いすると、おばさんたちにすご

く感謝されますから、お手伝いする喜び、充実感が芽生えてきます。その人の居場所、居心地のよさにもな

るんですね。 

 

―前回インタビューで増田さん、「石巻じちれん」の仕事がなかったら、酒好きで、1 人暮らしだし酔いつ

ぶれてどういう人生を送っていたか分からないと話していました。 

 そういう人は何人かいらっしゃいます。震災前は休日はパチンコ･競馬だったけど、おばあさんを送迎し

てありがとうって言われたら、まんざらでもなくてライフワークに。地域の集まりに行く柄ではなかった

けど、復興住宅の団地会長になった人もいます。 

 

―運転なら誰でもできて、参加する敷居が低い。 

 不器用な人は運転しても何もしゃべらへんのですよ。乗せてもらったおばさんは 1 人でしゃべるんです

けど、おっちゃんはもくもくと運転して相槌打つだけ。「あの人、話をよく聞いてくれて優しい」って、評

判がうなぎ登りで上がるんです。 

 

―トラブルはないですか。この利用者とこのドライバーは合わないとか。 

 多少の相性はありますね。あの人が旅行に行ったらこの人は行かないみたいなことはあったりするんで

すけど、あまり首突っ込みません。一緒に旅行に行って一緒に飯食ったらそれなりに仲良くなったことも

ありますし。 

―各地域の参加者はほぼ固定ですか。人数が頭打ちなのか、増えていくのか。 

 最初は様子を見ていた人が徐々に「続いているし、楽しそうだし、いいかもしれない」と 1 年後くらい

に問い合わせすることもありますね。5 人くらいで始めるんですよ、参加できる人たちで。毎月 1 人くらい

増えて、1 年後には 15 人くらいになって、2 年くらいで 20 人～30 人になって、運営できる体制になってい

きます。時間の経過で安心する人たちがいるというか、地域の仕組みに徐々になっていくところはありま

すね。 

 「困っていますか」と聞かれて「大丈夫です」と答える人がいます。プライドもあると思いますけど、

「一緒にお出かけしませんか」と誘うと参加できるんですね。レクリエーションで親睦が深まって「本当

は病院に連れていってほしい」と、遠慮していたときから気軽にお願いしやすい関係になる。地域では「関

係」がすごく大事で、単純に「困ってるでしょう」じゃなくて、違う切り口から参加しやすい形にする。社

協や生活支援の団体から「困っている人がいるけど乗せてあげられないか」と相談を受けて、対応するこ

ともあります。 

 



－ 21 － 

―石巻には移動支援の Rera という団体もありますね。 

 両方使い分けている人が結構いらっしゃいますね。1 回あたりの負担は、Rera の方が安いです。ただ、月

に使える回数とか、予約の期限があるので、困っているときは Rera で、超えて利用したい場合は地域のカー

シェアを利用する棲み分けはできています。僕らは全部の地域でできているわけではないし、Rera もカー

シェアを導入している地域はできるだけカーシェアを使ってもらいたいみたいです。Ｒera にカーシェアを

案内してもらうこともあるし、車椅子や介護が必要な人は地域では手に負えないので、Rera や介護タクシー

を使いますね。 

 

―そういう車を用意する自治体があるんですけど、石巻は。 

 やってないですね。僕らは福祉車両がありますけど、日常のカーシェアリングは普通の軽自動車です。

地域の方が車椅子のおばあさんもお出かけに誘いたいような場合は、車椅子を積める車を貸し出します。

みんなで押しながら花見なんて、素晴らしい助け合いです。ただ、日常でドライバーが介護も含めて手に

負えるかといったら自信がないですね。 

 

―印象に残っているエピソードは。 

 （団体の）ガイドブックに利用者のインタビューが載っていますが、三ツ股という地域のカーシェア会

で 95 歳のおばあさんは「いまが最高なんです」と語っています。仮設では震災のショックでよくしゃべれ

なかったんですが、復興住宅に移ってグループに入ってお出かけするようになって、安心したのか、しゃ

べれるようになったんです。耳が不自由で補聴器つけて会話していくうちに、人気者になって。下の階の

若い子はおばあさんを気にしていて、定期的に「元気でやっている」って覗いて自然な見守りもできてい

ます。このグループは「今がもう最高なので、続いていけたらいいな」と、復興住宅に入って 2 年たたな

いところで、ほとんど初めて会う方々ですけれども。すごく感謝されているんですよね、おばあさんから。

行くと抱きついてきて。みなさんとお話するのがいいみたいで、2 カ月に 1 回は旅行に行っていますけど、

楽しみで生きる力になっているんじゃないですかね。 

 

―ガイドブックには 2 人の男性ドライバーも登場しますね。 

両極端な 2 人です。左は校長先生までした紳士的な方。右側のおっちゃんは震災前はパチンコをして過

ごすことが多かったような方ですけれども「ろくなことしてこなかったから、人生の最後くらいいいこと

してぇなあ」と言っています。最近目の手術をしてドライバーは引退するんです。跡を継ぐ人と助手席に

座ったりしていますし何か役割を持って関わってもらいたいと思っています。手術となったら会のメン

バーが「ふだん助けてもらっているから」ってカンパを持ち寄って手術代を。お兄さんの介護とか、年金生

活でやり繰りしながらなので大変な部分もあるんですね。 

 

―地元のタクシー会社とは役割分担があるのでしょうか。 

 石巻では早い段階で業界との話し合いもできて、挨拶にも行きました。僕らの仕組みはいま病院に行き

たいからといって行けるサービスじゃないです。事前に予約して、都合が合えば行けるし都合が合わなかっ

たら行けない、片道は行けるけど帰りは帰ってきてとなるので、タクシーは使われています。タクシーの

頻度が少なくなった人もいますけど、それ以上に外出頻度が増えた方が多いので、タクシー会社やバス会

社と一緒に外出する気運を作りたいと話をすると、納得していただけます。岡山ではタクシーの連絡先を

車に積んで、これで帰ってきてみたいな連携をやっていますね。カーシェアを始める地域はそのへんを気

にして事前に話しに行ったりしています。だから心配していないですね。 
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―月々の負担は平均でどれくらいですか。 

石巻で僕らはレンタカー代で 3 万 5,000 円もらっているんです。遠方はサポートの具合によりますけど、

サポート代を含めて 2 万円くらいのリースで貸し出します。レンタカー代は保険込みですけどリースは保

険の契約が必要で、結局地域が負担する維持費は 3 万 5,000 円くらい。たくさん使う人がその分負担しま

す。ちゃんと運営できている地域は役割や役員の手当を設定しています。予約を担当してくれる人が月

5,000 円手当を受け取っている地域もあります。 

 

―収益性は高くないように見えますが、資金の調達はどのように。 

 寄付もありますけど、自主事業をしっかりやるようにしています。レンタカ－、リースは安いけど、多少

は利益が出るようにしています。車の寄付や大学の協力で安くできています。3 万 5,000 円のレンタカー代

を負担するのは厳しい地域もあるんですね。蛇田のような人数が多い地域は会員も 50～60 人で運営できま

すけど、人が戻っていなくてメンバーが増えても 10 人くらいの地域は、運営のやり方が変わります。3 万

5,000 円のうち 1 万円は企業がサポートする仕組みも始めました。その代わりステッカーで広告を。 

 

―動く広告だ。 

テスト的に 5 地域、企業から 1 万円ずつもらって。CCS スポンサー8 という制度を始めて。助かるので

利用者の好感度がいいし、僕らも交流の機会をプロデュースできます。石巻でできたら岡山や鳥取でも企

業と連携して、適正な価格をいただける形を目指しています。 

 

―寄付は震災直後と同じペースでいただけていますか。 

復興予算自体は減っていますね。市から委託でもらっていたのが去年終わって、がくんときますね。寄

付や関心は増えています。災害支援で全国で活動して、応援してくれる人も増えているので。カーシェア･

ピットクルーという名前でファンドレイジングも。あの手この手で、復興財源がなくなってもできる手を

打っているところです。日本カーシェアリング協会という名前では活動が伝わりにくいところがあります。

動画や、「寄付車で作るやさしい未来」というキャッチコピーを作って、努力はしています。 

 

―佐賀の支援と、倉敷との関係を詳しく教えてください。 

 倉敷で臨時職員だったメンバーが「佐賀の支援に協力します」と言ってくれて、電話番をしてもらって

いる時に時給を払っています。倉敷で 100 台集めましたけれども、落ち着くとそんなに必要ないので、石

巻に運んで管理しています。市も感謝してくださって、石巻まで車を運んでくれて。佐賀は倉敷から行っ

た方が早い。武雄市長も車を置く場所を提供してくださって。九州は拠点が要ります。台風の通り道なの

で土地があれば 20～30 台置きたいくらい。真備で定期的にエンジンを掛けてくれる人もいますが、そうす

ると初動が楽です。助かる人が多くなります。 

 

―理解者が全国にいればいるほどいいわけですよね。 

岡山で行政と業界に協力いただいて、佐賀も含めて 2 つ事例ができました。宮城県ではできなかったで

すね。行政から連携しようと話してもらうと業界は動きやすいようです。実績を積んで、内閣府の推薦み

たいなものをいただけると進めやすいですね。 

 
8 取組に共感する企業が CCS（コミュニティ･カーシェアリング）を実施する地域を金銭的にサポートす

る仕組み。 
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―さまざまな事業はほとんど吉澤さん 1 人でお考えになってきたんですか。 

ボランティアもスタッフも一緒にする中で生まれてきたと思います。石巻を助けたいという支援から

入って、寄付の車を最大限生かそうと。雛型を作るのが僕の中ではすごく大きくあるので、ほかでも展開

できるかどうかはずっと頭にあって「どうしたらできるか」「もっとシンプルにせなあかんな」と意識しな

がら。 

 

―バウさんとはどんなきっかけで出会ったのですか。 

 知り合いからバウさんの逸話を聞いて、ホームページ見てメールを送ったら 1 週間後に会いにきてくれ

たんです。「すごい人やな、僕 1 人じゃ受け止めきれへん」と思って「講演会をしますので、仲間と一緒に

じっくり聞かせてもらえますか」と話をしたら「おう、いつでもいいよ」となって実現した講演会が 10 時

間。3 日間に分けて。2007 年です。すごくよくて、主催した私がいちばんしびれたんです。講演会でプロ

ジェクトをバウさんが提案されて「タケちゃんやってくれへんか」と言われ、一緒に動くようになって。

ちょいちょいアドバイスをくれて、それが的確で色々なことを学習していった感じです。 

 

―カーシェアを進めるのに、バウさんから具体的なアドバイスはあったんですか。 

一部上場企業を回れというのがバウさんの提案。でも実績もないし、ちょっと無理なので「ターゲット

を個人に変えたい」と言ったら「お前は何か 1 つでも人生でやり遂げたことあるんか。やり遂げるまでや

り抜け」と言われたのがアドバイスでしたね。引き続きやったら、企業が協力してくれて。ちゃんと自分で

考えろというスタンスでした。 

 

―バウさんはカーシェアリングを以前から考えていらしたんですか。 

 神戸ではやっていなかったけど、常にアンテナを立てている人やったので、カーシェアリングと災害が

結びついたんでしょうね。途中から「お前カーシェアリングやりすぎやから、違うことやれ」と言われたの

で、今だと何て言われるか分からないですけど。 

 

―今後も石巻で活動を続けるのか、あるいは何年くらいと区切られているのか…。 

 頑張ってくれるスタッフができたので、できるだけ渡していきたいなと思っていて。バウさんから「仕

切り屋さんになるな、自分にしかできないことをやりなさい」と言われました。「何もやらないことがわし

の仕事や」とも言っていて、回せるようになったら僕も引退というか、別のことを追い求めたいなと思う

んですけど。 

 

―スタッフは地元の方の割合が多いですか。 

 外から来ているのは僕以外に 1 人ですね。みんなしっかりやってくれて。石巻からほかの地域に教えて

いく、今度は支援する側になって恩返しをしていく構造を作りたいですね。 

 

―地元の方々だと被災された方もいらっしゃるわけで。 

ほとんど被災していますね。最初は車の利用者からヘッドハンティングしました。平均年齢が高くて運

営上苦労したんですけど、今は割と若いメンバーで切り盛りしていますね。 

 

―事務所内に掲げた「教訓」のイラストがユニークですが、その心は。 

ユーモアというか、遊び心を持ちながらゆとりある感じでやりたいなと思っています。バウさんの話も
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いつもウィットに富んでいて、真剣に話していると思ったら全然違う話になったり。肩に力が入りすぎな

いようにしたいです。最終的には幸せになることやと思いますから、真剣にやるところは真剣にやりなが

ら楽しむところは楽しんで。成長しながら人生の喜びも満喫してやれるように。人が育まれていく組織や

活動、それが根底にありますね。僕はバウさんに「真面目すぎる」とよく怒られました。テーマとして真剣

に向き合わなければいけない思いも多いけど、面白いところも入れておきたいなと思って。 

 

―運転は、地域に入りにくい男性も関わりやすいですよね。 

若干、引きこもりだったけど勇気を出してドライバーをやるようになって、地域に溶け込んでいる人も

います。社会や地域に参加するきっかけとして、割とスムーズな地域デビューができるということはあり

ますね。 

 

―「民民」でこういうサービスは、乗せる人が個人同士だと気を遣いますか。 

 個人の貸し借りはお金の話がなかなかしづらいんですね。でも地域でルールを決めれば、車の維持費の

ことも話せる。石巻市が年間最大 18 万円まで補助してくれるのは、個人の車はやりづらいけど、専用の車

は補助しやすい面があるんです。補助しやすい例として市がカーシェアリングを挙げてくれているくらい

です。 

 

 

3 ベビースマイル石巻 荒木裕美さん 

 

 災害が起きると、妊婦や子育て中の母親はなかなか身動きがとりづらいだけに情報や支援か

ら取り残されやすい。子ども 1 人を抱え、妊娠中に被災した荒木裕美さんがこのことを痛感し、

震災直後に立ち上げたのがＮＰＯ法人「ベビースマイル石巻」だ。災害時だけでなく平時も育

児で孤立しがちな母親にエールを送り、石巻の妊娠･出産･子育てをハッピーにしようとこの 9

年間、イベントやサロン、各種講座などさまざまな活動に取り組んできた。命を守りたい、命

を育みたい―。震災のあの日から原点を大事にしながら、児童館運営や多世代交流といったよ

 

   

 写真 5 インタビューにこたえる荒木さん 写真 6 ベビースマイル石巻 
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うに活動の幅を広げてきた荒木さんに 2 月 23 日、現在の活動拠点である 2 階建ての素敵な事

務所でお話をうかがった。 

 

―ご出身は。 

 生まれだけは東京なんですね。仙台市宮城野区に移って小学 2 年生くらいまでいて、そのあと仙台市泉

区に引っ越しをして、そこでずっと育ちました。 

 

―震災前、旦那さんと知り合って石巻に来られて。 

2006 年に結婚し、08 年から石巻で。何も知らないで来て、家と買い物以外はあまりつながりがない状況

でした。家族が一緒だったので、ひとりぽっちではないですけど。中学校が一緒だった子がたまたま石巻

に来ていましたけど、あとは話せるような人はいなくて。 

 

―お子さんは 3 人…。 

 震災のとき、長男は 1 歳 9 カ月で今 10 歳、次男はおなかの中で妊娠 7 カ月。6 月に生まれて、いま 8 歳

です。長女は 25 年の 12 月生まれで 6 歳になりました。 

 

―震災前ですが、お子さんが生まれてママ友はできましたか。 

 妊娠して産婦人科、あべクリニックに通うようになってイベントが 2 つ、マタニティビクスとマタニティ

ヨガがあったんです。参加して産前の友だちができました。いろいろ情報交換できて、自分には大きかっ

た。妊娠期からのつながりは大事ですね。 

 

―13 年春発行のベビースマイル石巻の文集『子どもたちへ ママたちがいま、伝えたいこと』で、11 年 3

月 11 日は親子ビクスのあと、午後は市役所や海側へ行く予定だったと…。 

 親子ビクスサークルはお母さんたちで運営を回していて、すごいな、子育てしながらやっているんだと

興味を持って近づいたら、一緒にやりませんかと言われて、チラシをまく担当をもらったんです。それだ

けでもドキドキで、この日もまきにいく予定でした。 

 

―なんとなく予定変更して親子ビクスを休み、海の近くは午前中に行った、となっています。 

 時間がずれた日で、お昼を食べたところも定食のごはんが炊けてないと言われて、待ったりしたんです。

２時前ぐらいに家に帰って「なんか変な１日だな」って。いつも息子は昼寝するんですけど、寝ないので

抱っこして 2 階でテレビ見ていました。そしたら震災が起きて、息子が寝るところに箪笥が倒れてキャー

となって、つかまるのが精いっぱい、ガタガタガタッて。お腹をどうしよう、上の子守らなきゃって考えた

けど、自分の体も押さえられなくて。マッサージ器があったのでつかまって、子ども抱えて丸くなってい

ました。 

 

―お子さんは昼寝できなくて、ぐずっていたんですか。 

 おとなしくはしていました。震災のあとは電気もなくて夜真っ暗になったじゃないですか。暗くなると

寝ましたね。子どもは手がかからなくてすごくいい子だった感覚がありますね。妊婦だったので、大きな

動きや重いものは持てない。歯がゆかったけど、子どもと一緒にいるのが自分の役割かなと思っていて。 
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―あの日の話では、昼寝していなくてよかったということですね。 

タイミングがずれたことが…。外に出たままだったらもしかしてって思います。私を引っ張ってくれた

お友だちがいたんです。東京から来て、石巻を知りたくていろいろ動いていっぱい誘ってくれたんですね。

私もその子が好きでくっついていました。2 歳ぐらいの子がいて妊婦さんで、彼女の方が先に生まれる予定

でした。一つだけ私、彼女と一緒にやってないのが太鼓で。その日、彼女は太鼓の練習で（海に近い）渡波

に行き、帰りに亡くなってしまったんです。山のところで曲がったら上がっていくと地元の人なら知って

いる道で。一緒にいた人は曲がることができたけど…。 

 私もまさか、ここ水こないだろうという自宅にいたけど、下水があふれて流れてきて。一部損壊でした。

その時どこにいるか、地理を知っているかで救われたり犠牲になったりするんだなって。土地を知るって

大事です。今もどこ通ればいいか、主人に聞いています。 

 

―文集で、すごい揺れのあとで「私たちは大丈夫でーす」って 1 階の義理のお母さんに伝えたら、身を硬

くしていた長男が大泣きしたと。3 日目に買い物に外出したそうですね。 

家に少し残っていたものはありましたけど、十分ではなくて。お店の棚にはお菓子しかなかったけど、

それでもいいからと言って買ってきたのは覚えていますね。 

―ご自身だけなら 2、3 日はなんとかなっても、お腹の子を気にされたでしょう。 

 ちょっと体調崩したんですね。お腹をこわしちゃって、トイレもないし、大丈夫かなみたいな不安な気

持ちはあって。（かかりつけの）産科を主人が見に行ったら、「できるだけ早く復活するから」という話は

聞いたけど「ぐちゃぐちゃだった」と帰ってきて。 

 

―石巻全体が大変な状況で。 

 石巻のどこが駄目と分かって、友だちや仲間が気になりました。何が起きているか分からないし、携帯

電話の電波が入るようになったけど、もしかしたらお子さん失っているかもしれないので。やっと連絡し

たら、みんなあちこち奔走していて、お願いして回っておむつもらったとか、全壊だったとか壮絶さが大

きくて。1 年経たずに記憶がどんどん薄れていくので、そのときこう感じたとか、どんな行動を取ったのか

を文集にしました。 

 

―文集はどのように呼び掛けましたか。いきさつをもう少し。 

みんな心細い中で、日常を取り戻したかったし、集まることに意義を感じて気持ちがすごく一致したん

です。生きて、子どもを育てたり産んだりするのはすごいよねって。体験を残そう、文集がいいなとなりま

した。地震がまた来ると思っていて、次は情報やモノのことで連絡を取り合って子どもを守ろうってネッ

トワークをつくったんです。一斉配信のメールで。そこに呼び掛けたら「書いてみたいです」ってワーッと

集まって。 

 

―震災の前から知り合いだった人たちが多いんですか。 

いや、違います。口コミで、新しいつながりが多くて。親子ビクスでつながっていた人もいましたけど、

この会は解散しようとなったんです。バラバラになって続けられないねって。でもこういう場に助けられ

たし、これから逆に必要になる感じがすると思って。ベビースマイルやるんだったら新たにスタートした

方がいい感じがあったから、賛同できる人いたら一緒にと声を掛けて。そのメンバーもいろんな面でサポー

トしてくれました。 
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―それでベビースマイル石巻に。 

5 月 24 日、任意団体として市民活動登録を市に届けました。お母さんたちがただ集うよりは、声を届け

て、暮らしやすい地域にしたいという話を親子ビクスのメンバーにしたんです。アロマをしている女性が

いて、NPO を立ち上げようとしたことがあって「裕美ちゃんの言っていることはこういうことだよね、NPO

というのがあってね」と話してくれて。 

 

―震災前はチラシを配るのでもドキドキだったのが、度胸がついて…。 

 全然違いましたね。吹っ切れていた。ドキドキしていましたけど、多少場数を踏んで。ショックでしょう

がなかったけど、亡くなった親友は 3 月に仙台に引っ越す予定でした。いまも続いている体操の会があっ

て、親友が私は引っ越すけどリーダーはもう一人の一緒に遊んだ子がやってくれる、その子を助けてあげ

てと言っていました。そんなことも自分の中にあったんですね。じゃあなんかしていこう、やるんだと思っ

て。 

 

―スイッチが入っちゃった瞬間、覚えています？ 

 いろんな考えていたことが一つにつながったときがあって、命ってすごいことを伝えたい思い、それに

は団体が必要ということ、つながった中にすごい人たちもいて NPO や NGO、ボランティアいろんな活動

があると知って「じゃあこれ」となりましたね。妊婦や乳幼児に特化して、災害で受け入れたり動いたり、

日々つながっていける団体が絶対必要だって。 

 

―文集では「ここからは第 2 の人生。生かされた命を大切に全うしないと」と書いています。 

 そうですね。生きているからできることあるよねって思って。 

 

―ベビスマを届け出た時は妊娠 9 カ月。間もなく出産という時期に。 

 産んだり育てたりってすごいな。自分がやろうとしていることは地域にも必要って気持ちが強かったん

です。いま動かないで産んだら、産んだあと動けないのではって、変に焦ったのもありますね。段取りして

産めば、あとは動くかなと思って、7 月末にイベントを入れて 6 月出産。床上げして 1 カ月ちょっとなら大

丈夫かなって。 

 

―仙台で里帰り出産は考えなかったですか。 

 一瞬、考えたんですけど、焦ってという感じではなかったですね。はじめは石巻は無理かなって思いま

したけど。でも、石巻を出ようとは思わなかったですね。仲間ができていたのは大きい。参加したビクス

は、自分の居場所のようでした。自分で広げたネットワークだし、居心地がよかった場所だったというの

がありますね。 

 

―7 月末のイベントには予定通り復帰されましたか？ 

しました（笑）。いま人を雇用するようになってそんなことはさせられないですね。 

 

―文集ができて反響は。 

 地域の人たちもそうですけど、外の人が連絡をくれてお話しさせてもらう機会は増えました。でも、お

母さんたちは文集を出した時期でもあまり震災の話はしなかった。話をするのは違うというか。仮設にい

る方もいて、それぞれ状況が違うし、控えていましたね。 
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―文章を読まれて「ああ、あの人はこういう事情があったんだ」という気づきは…。 

それはありますね。今だと「あの時こうだった」という話で「えーっ、そうだったんだ」ってやるけど、

全然話さないから。泣いてばかりいるお母さんに「大丈夫？」って声を掛けると「大丈夫、ごめんね」って

言うけど、語れないところがありました。そういうお母さんも参加してくれて、全壊して子どもに見られ

ないところで泣いていた話があって「そんなつらい思いしていたんだ」って。「読んだよ」と言って、ちょっ

と話しましたけど。みんな心に秘めながら、でもその中で生活を一生懸命再建しようとしていると感じま

したね。 

 

―体験を寄せてくれる人がたくさん集まって。 

 文集書くのに子育て支援センターにもお願いしてアンケートを取ったんです。質問は地元が石巻だけど

その時は北海道にいて戻ってきたママに書いてもらいました。自分は体験してないけど参加したいって

言ってくれて。私たちは（外部の人が）何を知りたいか分からないから。必要だったのは何ですか、とか質

問をそのママがつくって。たくさんのお母さんに聞いた方がいいねって、子どもがいて身軽に行けないの

で電話営業。私、日本生命で営業していたんですけど、スキルを活かしましたね（笑）。バンバンかけるみ

たいな（笑）。 

 

―そうして活動が本格的になっていって。 

楽しくてしょうがなかったです。今も楽しいけど、おんぶしたり抱っこしたり授乳したりしながら。私

を見て「勇気出た」みたいな人が。「すごいんだよね」「おっぱいあげながら説明してさ」とか（笑）。イベ

ントに来た人も「こんな感じでやっているんだ」って驚いて。 

 

―ママさん像を変えた。 

 ちょっと崩れた（笑）。「子どもと一緒にやれることって結構ある」と思っていたし、見せることできた

かなって。そのままのスタイルでプレゼンして、みんなドヨドヨみたいな（笑）。ドヨドヨしているの知ら

なくて、普通におんぶしながら「これがですね」「こうやってます」と言って、あとから「みんなびっくり

しててさ」って聞いて「えっ、そうだったの」みたいな（笑）。ごめんあそばせ、みたいな感じで。助成金

申請のプレゼンも「最強の仲間を連れてきて」と言われ、ずるいと思われたかな。これがスタイルなんだけ

ど。 

 

―13 年春から毎週水曜、開成団地仮設のグループホーム「あがらいん」9 を交流スペースとしてコミュニ

ティーカフェ「ボンボンカフェ」を開いていましたね。 

生協で場所を借りていたある時に「これでいいのかな」って急に思って。楽しいし、みんな意義を感じて

いるけど、やりたいのは地域の人たちとつなげて、お母さんたちの声をまちづくりに入れてもらうことだっ

たんです。ちょっと物足りないなって思ったんです。 

 お母さん仲間は増えたけど、地域ともっとつながりたい、ネットワークが全然ないって。その頃トヨタ

財団の助成金を知って「いいな」と思ったんですね。多くの職種でつながって何かをする感じで。でも 10

人ぐらい申請書に書く欄があって、「誰もいない」と思って、申請書を眺めては閉じ、眺めては閉じの繰り

 
9 石巻市開成地区と隣接する南境地区に大規模な仮設住宅が建設され、2011 年 8 月、開成仮設住宅の敷地

内にグループホーム型の建物が建設された。その後、石巻市から CLC（NPO 法人 全国コミュニティライ

フサポートセンター）が受託して 2011 年 12 月 27 日に「石巻･開成のより処あがらいん」の運営がスター

トした。 http://www.clc-japan.com/agarain/ 
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返しだったんですね。 

申請を 2 日後に締め切る時に、助産師さんが来ました。京都から来ていた方で「荒木さんのチラシ見ま

した」って。彼女は助成金を申請しようと、石巻の子育てに関心がある人たちを集めたと言って賛同を得

た人の名前を見せてくれて。「ええっ」って。私が見ては駄目だと思っていた助成金でした。産婦人科の阿

部先生、女川の子育て支援運動の方、PTA 協議会の方、中央公民館の先生とか。キーになって動いてくれ

そうな人の名前があって。私、「この助成金、ずっと見ていました。全く書けないけどこういうことできた

らいいなと思っていました」と返したら、助産師さんが「代表を探しています」と言うんです。「ここまで

集めたけど代表がいなくて困っています。代表になってください」って言われて「ええっ」って。「それ、

代表しかないんですか」と言ったら「代表がいないんです」って。「皆さん忙しいし」と言うので「私ひま

じゃないです。子育てして忙しいし」と言ったけど、これ変な出会いだけどやってみるかなと思って、「じゃ

あやりましょう」となりました。 

 

―ベビスマなど 10 以上の団体による「ボンボンカフェプロジェクト」。「絆」を意味する「ボンド」と「生

まれる」を意味する「ボーン」の掛け合わせでしたね。 

 阿部先生がボンボンどうかなと提案して。私はお母さんたちとの集まりはしているけど、何にも知らな

い。はじめの挨拶で、代表になったけどどうしようと思っていると言ったら「お母さんと赤ちゃんのこと

をやるプロジェクトだから、リーダーはお母さんがいい。子育てでお母さんが感じていること、お母さん

と子どもはどう過ごしているか、それが知りたい」ってみなさん言ってくれて、「いいな。やってみる」と

のせてもらって。がんがん引っ張ってくれて。あったかい縁に恵まれました。助成金が出たので、それで 1

年間。 

 

―グループホームという場所で子育てのスペースというのもユニークでした。 

 あがらいんさんが、お年寄りの元気づくり、生きがいづくりにお母さんや赤ちゃんとのつながりってい

いと思うからぜひ使ってと言ってくれて。会場費も取らないで。 

 

―お母さんたちは近くの開成･南境の仮設からというよりは、市内から車で来て…。 

 外からばんばん来ましたね。そういう場所が少なかったですからね。ボンボンカフェつくるとき、お母

さんたちにアンケートを取ったんです。子どもと一緒に入れるお店もなかなかなくて、ゆっくり過ごせる

場所がほしいという声があって実践しました。ワンコインでランチ食べられて朝から夕方まで、お母さん

たちが利用してくれました。 

 

―市の指定管理も受けるようになって。 

 ママの必要な情報を楽しく載せようと「お産と子育てリソースマップ」というフリーペーパーをつくっ

たんです。市役所も「この情報発信いいね」って言ってくれて、新生児訪問で配布してくれて連携できまし

た。父子手帳を市がつくることになったとき、「私たちならこうします」と提案して、受けました。 

 

―（聞き手が持参した「ベビースマイル」というフリーペーパーを開く） 

 これです！書きたいことありすぎて文字ちっちゃすぎ。虫眼鏡で見ますみたいな（笑）。こんなちっちゃ

いフリーペーパー、ないぐらいちっちゃい（笑）。でも結構人気あって内容もいいんですよ。文集をつくっ

て、形にすること、伝えたいことを「見える化」するのも大事だなって思っていました。編集なんてやった

ことないけど頑張って。 
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―石巻に限らず、行政との連携は難しいと聞くこともありますが、市に営業もしましたか。 

営業しましたよ。はじめの頃はお母さんたちのアンケートを取れば「声をまとめたので見てください」

と渡しました。こういう会があるので来てください、来られなければ当日の様子をまとめたので見てくだ

さいって。市もはじめはそんなにノリノリではなくて「じゃあ預かって見ますね」みたいな感じでした。国

の政策で（新しい）3 本の矢に子育て支援が入ったとき、市がパートナーとして私たちの積み重ねを見てく

れて。私たちもこだわりがないわけじゃなくて団体の考え方もありますけど、市と寄り合わせるのも大事

と思って。活動全部ではなくて、ここは市とうまくいくかなという部分を委託にしていきました。行政と

の関係ってコミュニケーションが大事ですね。相手を否定するのではなくてきちんと伝えて、分かっても

らうように。そのあたりはちょっとタフかもしれないです。 

―お母さんたちの声を形にしたのが市やいろんな人を巻き込む上で大きかったのかな。 

私の声じゃ駄目だと思っていました。みんなの声で届けなきゃいけない、だからこそ広く声をもらって。

市も、団体のビジョンより、いろんなお母さんの声が知りたいんです。市から「声を聞きたいけど、持って

いますか」と聞かれて「ありますよ」と答えたことがあって。団体の思いだけで突っ走っても、みんながつ

いてこなかったら駄目ですよね。特定のお母さんじゃなくて、いろんなお母さんたちからたくさんのニー

ズがあることを…。 

 

―行政にとって、はじめて聞くような声だったのかもしれないですね。 

 あちら側のことは聞いてみたいですけどね（笑）。でもやっぱり、こういう団体なかったから。居場所に

集まるお母さんって、発達のことや経済的に悩んでいる方、いろんな方がいます。相談機能を強くして、市

とタイアップして委託でやっています。 

 居場所と違って相談になると、関係機関、保健師さんとの関係も必要です。市だからできること、NPO

だからできることってあるし、気をつけないとすき間ができる。委託を取ることで実現したいことが実現

できていいんですけど、難しさも感じていて。より市民のことを分かった行政になってほしいし、課題を

やんわりつついているけど、あんまりそっち向きすぎてもなって。市政の限界もあるから、NPO としての

市民力を強くするのが大事だなって、また戻りつつありますね。 

 

―心が折れそうだったというお母さんがイベントに参加して、荒木さんから「来られただけでもハナマ

ル」って声を掛けてもらったと書いています。 

 つながってきたことがまずすごい。お母さんは何かしら子どものためになると考えて来ると思うんです

けど、何かできたらいいとか、できなかったから駄目じゃなくて、「今日ここに来て出会えたことに意味が

あるよね」とよく話します。イベントも「やるぞ」という気合いは捨てて、来られたことで満点。同じメン

バーでやる会ではないから一期一会というか、こうして会えた奇跡を今日ゲットできた、いい日にしよう

ねとは言いますね。 

 

―子育てで悩まれているお母さん方が、初めて受ける肯定的なメッセージかもしれない。 

私なんか「荒木さんの考えすごくいいよ」って、肯定的な言葉をいっぱいかけてもらって「そうなの、そ

うなの？」って活動してきて今があるじゃないですか。自分の力以上のものを周りの人が見つけて引っ張っ

てくれるって自信になるし「これでいいんだ」とか、生きる力になるわけですよね。それをお母さんが体感

しないと、「子どもをほめなさい」とか「自己肯定感が増える言葉がけを」って言われても、自分が感じら

れなくて、もらってなかったらできないし。だからお母さんが感じるのがいちばんいいし、同時に子ども
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たちも、そういう言葉をかけられたらうれしいですよね。子育てって「しなきゃ」みたいな感じだけど、親

が子どもと一緒に社会に接して学んで、自分が育つことで子どもはそれを見ながら自然に育つかな。あん

まり育てようって、思わなくてもね。 

 

―荒木さんご自身がこの 9 年で育ったと思っていますか。 

 育ったと思います。こんないい子じゃなかった（笑）。いろんな方の話を聞いて、自分の見えている世界

は狭かったんだって。もっと学びたいことがあるから、いろんな分野の話を聞きたいし、学ぶ育ちってい

うか、私にとっては楽しい学びですね。 

―お子さん、なんか言います？ ママのこの 8 年を振り返って。 

 （長男は）たまに神がかったこと言います。「もう疲れたからやめようかな」と言ったら「ママのことだ

からママが決めればいいんだよ」「でもママがやっていることはみんなにいいことなんだ」って。この間も

「ちょっと疲れたな」って言ったら「ママならできるよ」「こんなに頑張ってきたじゃない」って。こんな

励まし、してくれるんだ～って。 

 

―お子さんの励ましも受けながら、活動を続けてきた原動力って何でしょうか？ 

 震災で感じた「命が大事」という気持ちを伝えたい。そこにいつも戻りますね。命をつなぐために、この

活動は大事だと思えるから、やろうって。やりすぎちゃうんですけど（笑）。 

 

―悩んだとき、亡くなられた親友だったらどうするかなって、対話をすることありますか。 

 震災から 3 年ぐらいは結構意識していました。いる気もしていたんですよ。そこにいるみたいな。ほん

とに。夜中、こんこんとやっていると、いま来ているなとか、ちょっとスピリチュアルなことが。その頃は

一緒にやっている感覚があって。納骨をご主人がされて「やっと納骨できた」と聞いて、そしたら、自分の

中でもちょっと気持ちが変わった感じはあって。お墓に報告に行くのも振り返るエネルギーになったし。

いまは一緒にやっているというよりは、見守られている感じかな。「無理しないでね」って。 

 

―ここの建物は 5 年前にできたということですが、利用人数やいきさつを。 

 年間で延べ 6,000 人ぐらいですね。イベントをしても（後では）会えないお母さんもいて「つらそうで泣

いていたな」って。そういう方が戻ってこられる場所がなかったから、拠点がほしくて、空き家を借りて

「みんなのひろば」をやりました。（建物がある）蛇田は移住した方も多くて市が拠点事業をするというの

で、手を挙げました。ただ（自前の）場所がなくてどうしようというときに、赤い羽根共同募金のチャリ

ティホワイトプロジェクトという助成金から声がかかったんです。候補にベビースマイルさん入りました

と言われて「ええっ」ってびっくりして。2,000 万円ぐらいでした。活動を始めたころに赤い羽根を使った

後も見てくれていたそうです。建物でもいいですかと尋ねたら「大丈夫です」というので、ぎりぎりで建て

ました。土地はパパに借金してもらって、建物はベビスマのものです。 

 

―支援、助成金について振り返ってどうですか。 

 困った支援はあまりなかったな。支援をみんなにどう届けるか、手腕が必要とは思いましたね。お母さ

んたちがちゃんと「ありがとう」って言えるように、コーディネートが大事でした。でも思いあって、支援

してくださることはなんでもうれしかったですね。子育てフェスタというイベントを続けています。お母

さんたち、支援してくださった人とは出会っていないので、直接会える場として。応援してくれる人と顔
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が見えるのはいいですね。 

 

―お子さんが大きくなった後、お母さんたちはどうつながっていますか。 

 熊本地震で「助けてもらったから、ものを送ろう」と一斉メールで伝えたら、古株のメンバーが持ってき

てくれました。緩やかだけど、つながっている感じはありますね。ベビスマで活動して、別の NPO にスタッ

フで入った人もいます。顔が見えるからやりやすいし、全域につながったお母さんたちがいる。活躍して

いますよ。すごいと思う。仕事の広がりもあるし、PTA で小学校に行くと知っている顔があるし。やっぱ

りうれしいですね。 

 

―災害時の妊産婦支援について、何か取り組まれていますか？ 

市に妊婦の防災を担当する課がないので、少しずつアプローチして、気になるところを聞いたりしてい

ます。冊子をつくりました。困ったらほかの人に言っていいとか、啓発をしています。新しい人がお母さん

になっていくので、ゼロ歳向けの防災講座も。困ったら知り合いや身近な情報源が大事だと言います。地

理や道路を知っておくことも。備蓄は 3 日間分と言うけど、妊娠 7 カ月すぎたら必ず買った方がいいよと

言います。妊婦さんは備蓄品を持てないので、避難所でも準備してほしい。急な出産もあり得るので介助

の仕方や、赤ちゃん生まれたらホイルみたいなもので包むことも知っておいてほしいですね。 

 

―備蓄の動きも出ている液体ミルクはどうですか。 

 母乳が出ないとか、水がなくて困ったお母さんがいたんですよね。そう思うと液体ミルクはいいのかな

となりますけど、母乳の面から言ったらなんとも言えないですね。使いようだと思うし、難しいですね。非

常時におっぱいが出なくなるかもしれないし、役立つかもしれないから、必要そうな量を置いておくのは

ありかもしれないけど、母乳のよさもあるから。使うときに大事にする視点とか、日頃から考えておくこ

とが大事かな。お母さんたちで話し合って賛否両論の意見があるのを知っておくといいですね。その中で

私はこうする、というように選択する力がつくといいなと思います。 

 

―避難所では、妊産婦さんが「困っている」と言える雰囲気があるといいですね。 

 マタニティマークあるじゃないですか。「妊娠中」ってめっちゃ分かるビブスをつくりたかったんです。

母子手帳と一緒にビブスを渡して、困ったら着けてもらう。社協さんやメーカーが話を聞いてくれたけど、

頓挫して。でも言わなくても分かるっていいと思う。腕章でもいい。そう言ったら、ニセ妊婦が出るという

声があって。「ええっ」って（笑）。そこまで考えなかった。困っていてもみんな「言えなかった」って言う

んですよ。周りも聞けないです。ただ太っている人かなとか。聞けないから、ビブスいいと思って。 

 

―妊産婦さんの声を集めたのが貴重でした。 

女性が妊娠中や子育てのことで発言するって、結構わがまま（と見られる）というところがありました。

勇気がいるっていうか。でも、必要と思っていることだから「わがままじゃなーい」みたいな（笑）。みん

なが感じた共通項はきちっとしたニーズだよと思います。 

 

―初期の話をかなりうかがいましたけど最近のご活動は？ 

 市の指定管理で、児童館「子どもセンターらいつ」の運営をしています。5 年契約で、3 年目に入るとこ

ろです。子どもの権利を柱にして子ども参加、子ども自身の力を大事にすることを学んでいます。震災で

赤ちゃんが持つ力に気づかされたことと重なりますね。 
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―赤ちゃんが持つ力？ 

 あのとき地域の人たちはすごく暗かったし、どんな話も相手を傷つける可能性があって言えなかった。

でも「赤ちゃんが生まれる」という話はすごくまぶしくて、みんながうれしかった。地域をつなぐ、前向き

にする力があると思ったんです。 

子どもってお母さんの連れているものではなくて、一人の主体で一緒の仲間。子育てでお母さん悩むけ

ど、そう分かると楽になるのではと思います。児童館で子どもたちとの会話や、声に耳を傾けることが増

えて、もらうアイデアもあって、子どもってすごいと思う。もちろんお母さんも主人公だけど、地域をつく

るのに子どもたちが主役という考えが私の中で大きくなっています。子どもを主として子育てを考えるよ

うに変化してきました。 

 

―ベビスマのウィングが広がって。 

 悩み抱えているお母さんとは継続的につながっている方がいいけど、行政の担当者は代わる。私たちは

ずっとつながっていたいけど、4 歳ぐらいで「ベビスマ卒業」という感じをお母さんたちから受けます。来

なくなっちゃう。ずっとつながっていくのに児童館はいいなと思って。いいですよ。小学校に入って児童

館に来る中に、乳幼児のときに出会っている子がいます。新たな出会い、お母さん抜きみたいな（笑）。そ

の子のお母さん分かるから、子どもがしたいこと、お母さんを思い浮かべながら、トークできるのが面白

いですね。 

 

―ベビスマが、ベビー･チャイルド･スマイルになりつつある話ですね。 

いろんな NPO が連携を深めることも必要だけど、少し長く、ゆるく多世代にかけて。 

 

―いずれは老人ホームも（笑）。じっちゃん、ばっちゃん世代との交流もされてますか？ 

結構しています。新蛇田の「石巻じちれん」がある集会所で出張イベントをしています。独居のご高齢の

方も多くて孤立が懸念されていますよね。多世代の場づくりのサロンで、おじいちゃん、おばあちゃんに

もバザーのお店出してもらっています。子どもとすごく相性がよくて。フリーマーケットや居場所などご

ちゃごちゃにして、人がいっぱい来ます。 

この場所も、めだかという小規模多機能型施設のおじいちゃん、おばあちゃんが来ます。月 1 回、歌っ

たり遊んだり。はじめそういう交流に「えー」というお母さんもいたんですよ。続けていたら、そのために

来る子や、仲良くなる子もいて。いい場になっています。 

 

―震災のあと進んでこられた、その行動力はすごいですね。 

お子さんを亡くした人もいたし、そういう人たちのこともすごく考えました。子育てを前面に出すこと

で傷つく人もいるから。だけど誰かが始めないと進まないかなとも思って。だからそういう思いもありつ

つ進むぞと思って進んだ部分はあって。活動を大事だねって理解してくれる人たちがいたから強くなれた

とは思います。 

 

―活動する上で外のご出身というのは大きいのかなと…。石巻を俯瞰的に見る目というか。 

 あると思います。動いたときの刺激がすごいですもんね。ずっといた場所じゃないから、全部が新しく

つながっていく感じって外から来た人はあるんじゃないですかね。 
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―スタッフは何人いらっしゃいますか。 

 有償が 20 人ぐらいで、正職員は 5 人。みんなママさん。活動で出会った人がほとんどです。事務局費や

運営費がずっとカツカツで、その割にやっていることは大きくて体制づくりしたいけど、子育て中のお母

さんってめちゃくちゃいろいろあるし、難しいですね。 

―今後どういうことに取り組んでいきたいですか。 

 事業はいろいろやっているし、これからもニーズがあればやりたいことがどんどん出てくると思います

けど、ちゃんと活動していける自立した体制づくりがしたいですね。 

市との関係は悪くないけど、NPO と本当の協働ではない部分もあると思います。下請けになりたくない

し、力をつけて対等のパートナーとして政策提言もしたいですね。相談の場所を増やすという話がこの間

あって、手を挙げる予定ですか？と聞かれたけど、キャパオーバーで、時間も合わないので。そう言えるよ

うになって、少しは育ったかな。 

 私たちもやりたいと思っている主要なところが市の委託なので、まずここで。助成金が震災でバーッと

入ってきたじゃないですか。それでもちろんたくさんのことができたけど、それが委託に変わって、次の

ステージに行きたいですね。お金じゃない、もっとボランタリーな事業、小さくてもみんな困っているこ

とで支え合う自主事業をつくりたいですね。 

 

―ほかの地域でもこうした団体が増えるといいですね。ただ妊産婦さんは制約あるし、荒木さんのように

超人的に動く人じゃないと無理でしょうか。 

そういう活動をされている方は結構いらっしゃる。でもしんどいときってやっぱり何回かある。どんど

ん責任も背負うし、支えてくれる仲間や指導してくれる人がいると、グッと乗り越えて活動していけるか

な。私も素人ですけど、困ったときに「あっ、そうか」と気づかせてくれる人がいるんですよ。活動をする

人たちだけではなくて、そういう団体が必要だよね、っていう周りの人たちも大事ですね。 

 3 人目を産むときに、ボンボンカフェ続けるのはきついかなって思ったんです。活動できない、難しいな

と思ったら、仲間が「とめないように頑張る」って言ってくれたんです。あがらいんの方も「荒木さんの出

産ぐらいでできないならどうしようもない。いない間、守るから。帰ってこられるようにしておくから、

ゆっくり産んできて」と言ってくれて。そういう言葉って「続けられる」と思えるんですよね。だから活動

を起こすことはできるけど、続けるとか、ちょっとつらいときに乗り越えるとか、そこにポイントはある

気がしますね。続けられる理由があるっていうか。 

私、とめようとされないですもんね（笑）。誰もやめとけと言わない。大きいお腹して NPO センターに、

1 歳 8 カ月の息子を連れて急に行ったんです。「お母さんたちが集まれる場所をつくりたい。NPO と関係あ

りますか」と聞いたら「あるよ」って。「どう思いますか」と言ったら「やったら」って。出会いの不思議

さで応援されている感じはしますね。 

 

 

4 ISHINOMAKI２･０ 松村豪太さん 

 

 「世界で一番面白い街」に。一般社団法人 ISHINOMAKI２･０は石巻を震災前の状態に戻すの

ではなく、新しい石巻をつくろうと震災直後から立ち上がった団体だ。何かやりたいことがあ
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る人、まちを変えていきたい人たちが集まるプラットフォームとしてさまざまな事業を展開し

てきた。インタビュー日の 2 月 23 日も、中心市街地のガレージを改装したオープンシェアオ

フィス「IRORI 石巻」は多くの人でにぎわっていた。アート活動団体や家具工房など 10 以上の

団体がブースを出展した IRORI 博覧会というイベントだった。この 9 年間、さまざまなアイデ

アを提示し、実践してきた代表理事の松村豪太さんにイベント終了後、お話をうかがった。 

 

   

 写真 7 インタビューにこたえる松村さん 写真 8 IRORI 石巻の二階事務室にて 

 

―石巻を出たのはいつごろですか？ 

 高校は北海道で寮に入ったので、石巻は中学までですね。一浪して、東北大学で憲法の研究を。大学院法

学研究科前期課程修了です。修士論文のテーマは自己決定権でした。 

 

―石巻に戻って、仕事は叔父様の石巻スポーツ振興サポートセンターで。 

何となくだらだらと、実家に戻って。クラブマネージャーをしていて、比較的運動の苦手な人や子ども、

障害者を主に対象にしていました。僕が直接やっていたのはウォーキングプログラムで、ウォーキングが

流行る前でしたね。コースづくりで町の歴史やきれいな場所を探すことが、今の活動に無理やりつなげる

としたら（笑）、通じるかもしれないですね。 

 

―2011 年 3 月 11 日は。 

 事務所の 2 階にいました。経験したことのない、大きな長い振幅でゆらゆらと。びっくりしましたね。

壁の一部が落ちましたし、クラブが入居していたスポーツ用品店も荷物が散乱しました。通りに出ると、

信号もストップして、全部ベコッと落ちた土壁も散見されて、ただごとじゃない。直近に何度も大きな地

震はあってその度に津波の情報が出たけど、来なかったり、来ても「何々浜で 5 cm 観測しました」程度で

した。今回もそのくらいかな、今までなかった大きな揺れだったので、道路まで津波が上がるかも、くらい

の意識でしたね。40～50 分後、川からお風呂の水をこぼしたような水たまりがバーッと広がって、見る見

る大きな水の塊、流れになったのを思い出しますね。水は 1 階の天井近くまで来たので、一晩。 

 

―ずっと津波を見ていた…。 

 写真や動画を撮っていました。残念ながら、12 年の台風でこの辺りは地盤沈下もあって水没して、ハー

ドディスクが全部だめになる経験をしました。先日の（19 年）台風 19 号でも被災して、4 拠点持っている

んですけど、全て床上浸水してしまい…。 
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 11 日は一晩暗い中で、建物は壁面がガラスだったんですけどそれも割れて、雪で非常に寒かったですし。

プープー、車の警報音が、そこらじゅうで鳴っていて。静かな夜で、多分いつの間にか寝たんでしょうね。

明るくなったら水が引いていて、膨大なヘドロを残して、干潟みたいになっていました。 

12 日は流された台帳、お金、重要な書類などを必死に探す叔父･叔母を手伝いました。電気も何もストッ

プして「このままはよくないね」となって、日和山にみんな避難しているだろうという予想のもと、叔父、

叔母、スタッフと歩き出して。記憶に残っているのが、見たことのない人が店内にいて。小売店ですのでい

ろんな人が出入りするし、誰かが知っている人だろうと思っていたら、後で「あの人、誰？」となって（笑）。

結果、泥棒で。用品店なので、2 階の濡れていないところにはタオル、靴下、マフラーがあります。勝手に

持って行った人を、目の前で何人か見ましたね。12 日、まあ非常事態ですからね。営利目的ではなく生き

るため、緊急避難的に必要なだけ持って、それが被災地のリアルなことでした。 

 

―12 日は、どこで寝たのですか。 

 たまたま着いたのが石巻高校の武道場で、運よく畳があって。布団はないけどほかの床に比べると、あ

りがたかったですね。非常に狭くて、隣の人と横は触れるし、足も伸ばすと人の頭に当たるんで身をかが

めながら。泊まったのは 2～3 日かな。 

 

―そのころ、ご自宅･ご実家は。 

 中里という内陸の住宅地で、母と同居していました。父は変わり者で、蔵王に別荘を買って、仙人みたい

な生活を。親と連絡が取れないので 2 日後ぐらいに家に向かいました。冒険でしたね。至るところが水没

しているし、泥水の下は、ガラス、釘、蓋のなくなったマンホールがあって。来る人来る人と「あちらは通

れるみたい」と情報交換しながら、半日ぐらいかけて、水に胸くらいまで浸かりながらたどり着きました

ね。周りが水没していたし、家も床上浸水したけど 2 階は無事で、家で寝る時間がだんだん長くなりまし

た。 

 

―まず初めにされた活動が… 

ブログでの情報発信ですね。1～2 週間たってインターネットが回復したら、スポーツ振興サポートセン

ターのブログで、揺れが来た時から撮っていた、ちっぽけなカメラのデータを時系列で上げました。たく

さんの人に見ていただいて非常に大きな反響で、いろんなメッセージがあって励まされて、返信するのも

僕にとって心の支えになりました。 

 

―どんな思いで、何を伝えようとしましたか。 

 「これは伝えるべきことだ」というのは間違いなくありましたね。何か明確に、「どこそこが壊れて」「誰々

が亡くなった」ということではなく、周りのランドスケープとしての、奇異な状況ですね。目の前、自分の

把握できる範囲が、想像もつかなかったような、アメリカ映画さながらの状態になった、それに尽きます

ね。 

 

―ヘドロ洗い隊という活動も。 

身近な復旧作業の延長でした。叔父が経営するスポーツ店、事務所があるスポーツ振興サポートセンター

の泥をある程度掻き出した後、お隣は高齢のお菓子屋さんなんですがご主人が不在で、頼まれたわけでは

ないけど普段から助け合う関係だったので、自然と勝手に泥や入り込んだ瓦礫を外に出しました。じゃあ

お向かいもとなって。泥掻いて困ることはないだろうと、数日間勝手に。ブログで書いたら、「必要なもの
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ありますか」「スコップは足りていますか」と聞かれて、「もっと欲しいな」と答えたら、タオルや衣類と一

緒に届いて。プライベートからソーシャルな活動に、少し意識が向きだしたのかもしれないですね。石巻

専修大学にボランティアの拠点ができたと聞いて出入りもしながら。 

日本財団の支援助成に応募してヘドロ洗い隊の活動が始まりました。ヘドロだらけの臭い状態を早く取

りたいから、高圧洗浄機が手に入ればボランティアと一緒に回れると書いて。ブログを見てたくさん段ボー

ルでタオル、子ども向けのお菓子の詰め合わせなどが届いて。中には着古した使用済みの下着じゃないか

というものが雑然と入ったものもありましたが（笑）、非常に喜びました。クラブのクライアントでもあっ

たので、小学校や幼稚園に届けて回りました。 

 

―震災前に戻りますが、石巻に対するイメージはどうでしたか。 

 単純に「つまらない」という理由で嫌っていた、それに尽きますね。「シケた町」というか、経済的にも

停滞して、人通りも少ない。時々いい映画をやっていた映画館がなくなってシネコンができているし、言

葉にならない怒りですかね。カルチャーのなさ。「ようやく石巻に」というチェーン店ができて、たくさん

の人が行列することに対する、嫌悪感（笑）。 

 

―何かやろうとしたけどつぶされた、という経験は。 

 つぶされる前から諦めていた。「ダメだろう」と勝手に決めていましたね。やろうとしても、仲間が見つ

かる気がしないし、賛同者が出るかどうか期待できなかったから。 

 

―石巻に戻って「こんなところにいるべきではない」と鬱屈した気持ちは? 

人間の気持ちは微妙で、0 か 1 か決められないし、文字にするのに困ると承知していますけど、高校で親

元を離れて、青春を謳歌したわけです。寮を抜け出して停学になり、異性との付き合い、カルチャーに触れ

るといった楽しみを早い段階から。大学も一人暮らしで自由でしたし。映画を見るために深夜バスで東京

まで行って、安宿で 1 週間過ごすこともしました。いつの間にか何事も自分次第だなと達観したというか。

絶望して石巻に戻ったのでもなくて、ある程度の情報や生きる知恵を身に着けて、インターネットもある

し必要な本も手に入るので「どこでもできる、実家でもいいか」みたいな。仙台で兄貴みたいに慕っていた

人たちが石巻でバーのお店を出したのも、小さなきっかけだったかもしれないですね。 

 

―シャッター街という言葉が当てはまる状況はどうでした? 

 なるべくしてなったという、自分もその一部として、自然と受け入れて、諦めていました。高校･大学で、

戻ってくる度に寂れ、店舗数は減るばかりで「ここも閉めたんだ」となくなるのを感じていました。憤りを

感じるのではなくて「そういうことだよね」と。 

 

―シャッター街になる前の光景は記憶にありますか。 

かろうじてあります。感受性の高い高校時代はいなかったので、微妙といえば微妙ですが。石巻川開き

祭りの人通りやエネルギーは圧倒的にあってワクワクしました。他校の生徒や異性と交流があるかも、み

たいなドキドキもありましたし。あとは洋服ですね。今は ZOZOTOWN とかで購入する人が多いかもしれ

ませんが、おしゃれな人が仙台ではなく、石巻のジーンズ屋さん、セレクトショップで買っていました。洋

服が買えるのは、カルチャーに関するある程度の指標だと思っていて、ちゃんと洋服がある･買える商店街

ではありましたね。 
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―昔から、お祭りはワクワクするものだったと。 

僕はマッチョじゃないので（笑）、オタク的な領域、ナード･ギークと思うんですけれども、まあ嫌いじゃ

ないですね（笑）。「みんなで御輿を担ごう」というタイプではないですが。ハレとケのハレですかね。非日

常な、楽しい日、楽しい時間。 

 

―叔父様のお店は、どれぐらい、中心市街地で続いてきましたか。 

ネット販売を手伝って、ホームページ作っていたので、2010 年か 11 年で 40 年目だったと覚えています。

キャッチコピーで、「実店舗 40 年の信頼」と書いたので（笑）。 

 

―叔父様や叔母様が、かつての賑わいを懐かしそうに語るのを聞かれたことは？ 

親族から昔の話を聞く環境ではなかったですね。叔父の家は沿岸部に近く跡形もなく流されて、少しで

も写真を持ち出して、がれきの中をとぼとぼと一緒に行き帰りしながら昔の話をしたかな、ノスタルジッ

クな映画みたいに（笑）。震災の 1 カ月前、父親の妹の叔母が亡くなったのですが、おしゃれな服屋さんを

していました。まだピザが出回っていない小さいころ、初めて食べさせてもらって。いま「元気いちば」が

ある場所にあったデパートで、叔母さんにエビグラタンを食べさせてもらうのが楽しみで。新鮮ですね、

こうして話す機会（笑）。 

 

―石巻の外からやってくるボランティアに対する印象は。 

 ただただ「ありがたい」に尽きました。多くは写真を撮るのを遠慮して。中には「ちょっと控えろよ」と

いう人もいましたが（笑）、地元の人間として「撮っていいよ」と言ってあげたかった。大変な数の方に助

けていただいて、来てくれるだけで嬉しかったですよ。 

 

―この災害は、そういう人たちなくしては対応できないという思いでしたか。 

うーん、微妙に違うかな。想像もつかなかったこの非常事態は、地域だけでは済まない、つまり「みんな

でやるべきことだ」という意識だったと思います。国も挙げて、世界規模でこれは取り組むべきだという

意識が当たり前にありましたね。 

 

―ボランティアから「ご飯がおいしい」とか、石巻への肯定的な言葉を聞きましたか。 

 最初の 3 か月くらい、食べ物は確保するのも大変でしたし。ある程度落ち着いて、店舗が再開してから

「お魚美味しいですね」と、社交辞令か分からないけれども（笑）、悪い気は当然しないですよね。でも、

「美味しいかな」って（笑）。漁業が身近な街ほど魚に対するリスペクトがないですから、当たり前に手に

入るので。観光客が目の前の魚の食べ方を聞くと魚屋は十中八九「生かな」と。素材に恵まれすぎて美味し

く調理する工夫が生まれない。 

 

―２･０は立ち上げが非常に早いですが、時期は諸説あって（笑）。 

最近、公式には 11 年 5 月としています（笑）。今のコアメンバーが集まりだしたのは 4 月の終わりぐら

いからで、夜も「闇鍋」をしながら意見交換するようになりました。電気がともらない、全壊した元旅館の

2 階で、泥から掘り起こしたお酒を酌み交わして、限られた材料で鍋。建築家、都市計画の研究者、広告代

理店のプロデューサーの人たちと、地元の元の状態に対する問題意識を持っていた人間で「こういうこと

したら面白い」とやりとりして。「松村君、ゲストハウスを作ればいい」と言われてピンと来なかったけど、

バックパッカー、外国人が泊まって交流するドミトリー形式で、「それ、いいね」となって。 
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それまでは「どうせ誰も分かってくれない」とウジウジとしていましたけど、いろんな人たちが、自分の

アイデアにもいろいろ返してくれて「今なら、町を変えられるんじゃないか」と企画を練りだし、対外的に

名前があった方がいいと ISHINOMAKI２･０という名前ができました。「面白い人」たちとの会話は毎晩全

ての時間、刺激でしたね。 

 

―震災がなければ会わなかったような人たちに気後れは。 

いや、全くない、ワクワクするばかりでしたね。名前を知っている大きな企業の人、大学の人たちとの交

流は、楽しく、好ましいものでしかなかったですね。そういう話ができなくてウジウジしていたところに、

会話ができる人が来て、「やったぜ」って（笑）。 

 

―個性や主張が強い人が入ってきて、さばくのに苦労されたことは。 

 清く正しくみたいな、どストレートな復興には、初めから「違いますよ」と表明したのでやりやすかっ

た。つまり、面倒くさそうな人には距離を置く、そこは匂いで判断してきたところはあります。何回かもめ

たことはあるし、人間関係は難しいですけど。 

 

―２･０の意味として、ソフトウェアのバージョンアップで使われる「2.0」と、インターネット用語で双方

向の情報発信を意味する「Web2.0」の二つが使われてきましたが。 

 今、公式見解は（笑）シンプルにバージョンアップとしています。フルバージョンチェンジした状態を

2.0 とも言うので、元の状態に戻すのではなく、バージョンアップした町を作る決意表明ですね。Web2.0 か

ら取ったのも嘘ではないですが、最近通じなくなって（笑）、面倒くさくて話さなくなったところもありま

すが、そう記録に残していただいた方がいいかもしれないですね。インターネットは情報の受け手と発信

者が分かれてスキルやリソースのある人だけが発信できていたのが、ブログとか誰でも送り手になり得る

状態を、Web2.0 と定義していて、双方向の状態を大事に。石巻の外と中とか、支援される側･する側とか区

別するのではなく、「みんな主体的に自分ごととして動く」ということですね。 

 

―震災直後の 5 月ぐらいからこうした発想が出てくるのは、すごく早い。 

もともとそう思っていたということでしょうね。前の、眠りゆくような状態を受け入れていたけれども、

よしとはしていなかった。「この非常時、混とんとした状態に、昔のしがらみとは違うアクションを起こそ

う」と思い、ノロシを上げ、旗を掲げようと。 

 

―『石巻 VOICE』というフリーペーパーを 4 回出して、面白い人たちを紹介しました。 

 中心メンバーで、東京工業大学の真野洋介さんが「私の石巻」というインタビュープロジェクトをして

いました。今の真実を、必要な情報を浮かび上がらせようと、VOICE というメディアに形作られたところ

があります。真野さんから「どういう人がいいか」と聞かれ、編集会議で誰を取り上げるか、名前を挙げ

て。僕も取材される対象でした。商工会議所の会頭（笑）や魚市場の社長といった肩書のある人ではなく、

市井の人を並べるのは初めから決めていました。活動している人、思いを持っている多様な人を拾おうと

しましたね。 

 

―どんな捉え方でこの VOICE を出すことを考えていましたか。 

 僕の個人的な魂胆で「戦略的に仲良くなりたい、もっといろいろ協力したい」という人へのアプローチ

ツールでもありました。賛同者というか、仲間を集める手段（笑）にもなったらいいなと。それだけが目的
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ではないですが、そういう下心はあったと思いますね。 

 

―２･０は刊行物が多いですね。 

最初の VOICE の成功体験で、便利なツールということをインパクトで実感したことがあると思います

ね。早い段階から、ボランティアだけじゃなく、ゆくゆくは、デザイン、イベントの企画を請け負って、広

告代理店的な生業を持ちたいと思っていましたから、協力してくださる人がいるうちにいただけるノウハ

ウはいただいて、作れるようになりたいと。 

 

―最初の片付け、清掃から活動の質が変わっていって。 

 使命感というか、やる必要があったのも事実ですし、やって喜んでいただける達成感や自己承認感もあっ

たと思います。ヘドロ洗い隊はもともとやっていた NPO で日本財団の助成でやったので、２･０とは別で

す。ただ、おっしゃる通り、生存するため、身近な人を助けるためというところから、どこからか活動の質

が変わったのはあると思いますね。 

 

―闇鍋は、どのように始まったんですか。 

芦沢啓治さんというイケイケで異端児的な建築家が言い出したと思いますね。夜の情報交換に、単純な

ミーティングよりいいだろうと、スーパーで手に入れた豚肉や野菜を持ってきて鍋を囲んだんですが、と

てもいいアイデアでした。お酒も入って一緒に鍋をつついて直感的な交流も生まれますし、非常に優れた

アイスブレイクにも。その人たちと会うときは常にその形式で（笑）、「鍋はつきもの」でした。地元側は、

僕と阿部久利さんという闇鍋の場の提供者。阿部さんは、震災の前の年、老舗旅館からダイニングレスト

ランに大規模な改修をしたばかりで担当したのが芦沢さんでした。阿部さんのお姉さんは芦沢さんの親友

と結婚していて、家族ぐるみの付き合いです。芦沢さんは兄弟分でありクライアント、作ったばかりの建

物が流された阿部さんを助ける意識で石巻に入ったんですね。仲間に（理事の）西田司さんという横浜で

オンデザインという事務所をもっている建築家や東工大の真野さんがいて。建築家は避難所の間仕切りプ

ロジェクト、「自分たちのスキルで、少しでも住環境をよくする」と来ていました。町をもっと知るにはど

うすればいいかと阿部さんに言ったら「松村君という、ヘドロ洗い隊という面白いことをやって、ブログ

を書いている子がいる」と紹介してくれて。 

 

―２･０が始めた活動の第 1 弾を挙げてください。 

4 つあって、外向けにまず VOICE の発行。VOICE に差し挟んだ町歩きマップの発行。また、石巻川開き

祭りに合わせて、ノロシを上げるお祭りをやろうと 7 月 23 日から 10 日間、STAND UP WEEK を始めまし

た。そしてそのコンテンツの 1 つでもあった復興バーですね。 

 

―震災直後でも川開き祭りは続けることになりましたが、一緒に加わる感じでしたか。 

伝統あるお祭りとは別のベクトルで、やんちゃな、野外ライブ、プロジェクションマッピング、バー、カ

ルチャーの匂いのするイベントを被災地、瓦礫の中でやろうというのが一つと、いろんな意見がある中、

石巻最大のお祭りをやることが決まり、勝手に盛り上げに一役買おうという、二つの側面がありましたね。 

 

―復興バーはどんな発想から。 

 闇鍋のアイデアで「自分たちのバーがあったらいいね」（笑）って。町歩きしながら、使えそうな店を探

しました。そこは大家さんも知り合いで快く格安で貸してくださって、津波で壊滅したけど手づくりで清
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掃から改修までみんなでやって、オープンしました。STAND UP WEEK の企画の一つでもあったので、無

理やり 7 月に間に合わせて。仲間と話せる拠点･基地になるし、プロパガンダというか（笑）、ISHINOMAKI

２･０的な思想を、説教臭くなく、バーのカウンターを通した楽しい交流から広められるのではという下心

も。非常に効果を発揮しましたね。石巻の飲食店で当時、3 番目ぐらいに開いたレベルで、新規店舗ではも

ちろん最初です。「地元の人間がオープンさせた」というので、耳ざとい人はこぞって来てくれました。ノ

リと言うか、いかに楽しい、エンターテインメント的なものにするかは意識していました。最初は「被災地

に来てみたかった」という研究者、ボランティアがほとんど。最初の入口が復興バーという方は相当いらっ

しゃると思いますね。夜の時間を大事にしていましたし、石巻のアイデンティティの一つとして、この繁

華街があると思っていましたから。 

 

―石巻に入る知り合いに「２･０に行けばたくさんの刊行物や情報がある」と勧めていました。 

２･０がプラットフォームになれるよう、柔らかく、多様で、意識的に戦略を持って、IRORI もフリーで

誰でも利用できるようにしました。場を作るには、椅子、テーブル、できれば電源、Wi-Fi があればいい。

2011 年だとゲストハウス同様、コワーキングスペースやシェアオフィスも、一般的ではなかった。建築家

からの刺激的なアイデアで作りました。 

 

―石巻に移住してもらうことにも、力を入れてきたと思いますが。 

「人の誘致」は団体の立ち上げから掲げていました。ただ移住だけを求めたというのは事実ではないで

すね。逆に「移住しなくてもいいよ」、地元の人が「どうせ 3 年後にはいなくなるんでしょ」と言ったら「い

なくなってもいいじゃない」というのが我々の立場です。 

奇抜な建築家、いろんなことを知っている面白い人、ヘンな人、ある意味天才がこの町を選ぶ状態を作

りたい。STAND UP WEEK のようなイベントや、（インタビュー日の）今日のイロリ博のようなイベントを

した方が、そういう人たちは楽しいだろうし。便利なだけのビジネスホテルよりゲストハウスがあった方

が町としてイケているし。お洒落なカフェやバーも必要という意識です。そういう人に届くメッセージの

出し方も考えています。絆、頑張っています、復興という言葉だけでは目的を達成できないと最初から考

えていましたね。 

 

―絆、頑張ろう、復興（笑）ではなくて心掛けていた、キーワードはありますか。 

 面白さ、じゃないですかね。 

 

―石巻に移住してきた人たちって、どれぐらいいるんでしょう。 

 何回かリサーチしましたが、どういう理由でどのくらいいたら移住になるのか、難しいですね。一応、

200 人くらいと表現したことはあります。ボランティアをきっかけに、石巻で活動を続けたというのが定義

ですね。起業だけじゃなく、漁師さんの手伝いをするような人も含めて。現在の ISHINOMAKI２･０スタッ

フの構成では地元出身が 59%、U ターンが 5%。I ターンと完全な移住が 36%ですね。 

 

―宿泊施設が満室の中で、使われていない物件を手作業で改装した「復興民泊」も早くから。 

11 年 9 月から 13 年 12 月まで 2 年 4 カ月。ボランティア向けの宿泊場所がないのは誰でも気付くニーズ

でしたけど、ゲストハウスの発想ですね。楽しみを作りたくて。共有のテーブルがあって、夜な夜な学生や

ボランティアのおじさんが交流を楽しんでいました。 

 



－ 42 － 

―教育も、力を入れてきました。 

教育プログラムの「いしのまき学校」は 13 年 6 月からですね。今も教育は、重点テーマの 3 本柱の一つ

です。今のメインは高校生が対象ですが、スタートは違います。慶應義塾大学のシステムデザイン･マネジ

メント学科と一緒にワークショップを始めました。石巻は課題だらけなので、資金繰りに困った経営者や、

販路がなくなった魚屋さんといったお題ホルダーにお題を出してもらって、システム指向･デザイン指向の

理論に沿って「プロジェクトの作り方や、思考の整理を学びましょう」と大人向けでした。ただ、皆さん、

自分の生業が全然復興してないのに、そんなお遊びみたいなところに来る余裕はなく、集客に苦戦して（笑）。

いい内容だったと思うんですが、「未来を作るのは高校生」と目線を変えて。出る杭としてヘンな高校生、

教室やクラスでは浮いて居場所がないかもしれないけど、僕らみたいな高校生を作ろう（笑）と。高校生ゼ

ミの第 1 回は 13 年 8 月に。小林武史さんが先生になったりして、まちづくりのワークショップをしまし

た。 

 

―出る杭は出てきましたか。 

出ましたね、いっぱい。有名大学に入った子もいました。うちで教育事業を担当している斉藤誠太郎さ

んという理事は ETIC.の右腕プロジェクトで入ってきました。教育畑なので、僕が「教育の世界は、だから

ダメなんだよ」と言って意見がぶつかることもあるんですけれども（笑）。彼は出る杭、意識が高い一部の

人だけではなくて、広く教育の場を作ることを真摯にやって、すごいですね。県の事業を取ってきて、1 つ

の学校の総合学習を年間通して任せてもらったりとか。今、関係している高校は 6～7 校あって、若手の社

会人に直接触れあう企画がメインですね。 

 

―学校に変態的な人を送り込むと、いろいろ衝突しないのですか（笑）。 

そこは大人というか、小賢しく。無理のない範囲で、相手の事情を推察しながら「ここまでは許してくれ

るかな」というところを。もちろん、初期のいしのまき学校みたいに、出る杭が勝手に集まる場面は、無茶

苦茶とんがった人を用意しますよ。 

 

―ご自身を振り返っても、若いときにこういう出会いがあると大きいですか。 

プレゼンでは暗黒の 5 年間と表現していますけど、小学校高学年から中学 3 年までは思い出したくもな

いですね。明確ないじめを受けたわけではないけど、関係性に絶望していましたね。石巻だけじゃなくて

閉鎖的、封建的な地域がほとんどです。いろんな対話があって、交流する場は中学時代の僕にこそほしかっ

たですよね。つまらないマイルドヤンキーだけの教室ではなく、外にも理解し合える友達や先輩がいると

希望を持てた。だから外との距離を近くするのはやるべきことですね。昔は技術的、コスト的に、東京とつ

ながるのはしんどかったですが、今はゼロコストで、東京の人とテレビ電話で話せるわけですから。 

 

― 3 本柱、ほかの二つは何ですか。 

一つがコミュニティ。もう一つがいい表現がなくて言葉にすると陳腐で嫌ですけれども、地方創生的な

（笑）、移住とか、地域資源を活用した起業ですね。 

コミュニティは安定してインパクトを出し続けるのは難しいですけど、全国的な展開から、石巻市も地

域システム事業をすることになり、立ち上げサポートを委託事業でいただきました。2 地域、山下という市

街地エリアと桃生という農村エリアですね。両エリアで自治協議会を立ち上げたんですが、小さな自慢と

して、事業が終わってからも付き合いを続けさせていただいています。あとは、よりセーフティネット的

な復興コミュニティですね。仮設住宅から災害公営住宅への移転サポートを市から受けて、説明会をさせ
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ていただきましたし、県の助成金にエントリーして活用して、地域づくりの企画を、細々とやっています。 

コミュニティってみんなやりたがらない。文化、食、音楽、子ども、いろいろなテーマでいちばん集客に

苦戦します。コミュニティという言葉で「何かやらされるんじゃないか」（笑）という警戒感がある領域に

残念ながらなっていますね。やらされる、仕方なく町内会長を引き受けるコミュニティではなく、自分た

ちで決められる、地域を経営できる。本当にやりたいお祭りをできるのはワクワクするよねという発想で、

決してうまくいっていないですけど、そこに希望を持っています。頑張っている自治会長さんを応援して、

参加者が増えるような企画を一緒に考えて「餅つきは外れ知らずのキラーコンテンツですよ」（笑）、「ハロ

ウィーンは受けますよ」（笑）みたいに言って、盛り上げを手伝っています。 

 

―市から委託を受けるなど、団体が行政から認められつつあるなと感じた時期は。 

明確にありますね。市役所から大きなお金で、正式にお仕事として付き合えるようになったのは 2012 年

かな、弘前大の北原先生がきっかけです。北原さんが、最前線である課長･課長補佐レベルの「課を横断し

た意見交換会をしてはどうか」とセットしてくださって「先進地である岩手県北上市など外部の情報を聞

こう」という場で、「頑張っている人もいるよ」と ISHINOMAKI２･０を PR してくれて（笑）。主流に対す

るアンチテーゼのようなことをしていましたけれども、それがきっかけで、役所から目を掛けてもらうよ

うになりましたね。 

 

―行政の制約がある事業だと、２･０の暴れ馬的な良さが小さくなる懸念はないですか。 

そこはさじ加減（笑）というか、僕の職能が発揮されるのはそのさじ加減で（笑）、いちばん大事にして

います。難しいところもありますけど、それでもやっていかないと永遠に機会はないですから。ただ、そこ

のバランス感覚は他の団体よりもあるかもしれませんし、市やお上が必要としている事情に自覚的に合わ

せていこうという視点も持っていますね。 

 

―自治体からのお金と、団体の資金的な課題は。 

公的なお金にズブズブ、ジャブジャブとお世話になっていますよ（笑）。「被災した中で地元の団体が頑

張っている」と後押しもいただいて仕事をしていて、行政系の委託事業あるいは指定管理が圧倒的に大き

いですね。助成金の割合は年々減っています。堂々と公共事業を取って、ちゃんとためになる成果を出し

ていきたい。ただ、間もなく復興期間が終わりますので、我々がいただいている委託事業の財源もなくな

るはずです。その先も、単費でもちゃんと発注してもらえるようにするとか、市の方と一緒に提案して国

のお金を引っ張ってくるという視点も持ちながら、持続可能な形で稼がないといけないという問題意識も

持っていますね。 

 

―石巻は２･０に続いて多くの起業家を輩出しています。２･０が代表団体の「コンソーシアムハグクミ」

で「石巻ローカルベンチャー白書」を出すまでになりました。 

我々は「人の誘致」を掲げていたわけですけれども、石巻に来ているローカルベンチャー、石巻独自の言

い方で「なぞベン」、謎のベンチャーの略ですけれども、そういう人たちの存在が希望ですね。ボランティ

アをきっかけに移住して、小さな生業やプロジェクトを始めている人たちが相当数います。移住者だけで

はなく、寿司屋の息子さんが起業した家具メーカーが世界規模で展開していたり、呉服屋の 3 代目の方が

立ち上げたこけしブランドが人気になったりしています。噂を聞きつけて、次の世代も関心を持って訪れ

ています。 
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― 3･11 を挟んで今は、豪太さんが「自分 1 人だけではない」と思えるような状況に…。 

 阪神･淡路大震災もボランティア元年と言われ、コレクティブハウスが広がったりしましたが、3.11 の前

と後も、パラダイムシフトと言うと大げさかもしれませんけど、世の中の考え方が変わったと思うんです。

ゲストハウス、コワーキングスペース、クラウドファンディングは、3.11 の前はそれほど一般的ではなかっ

たけど、今は誰でも知っている。サイクルツーリズムもそうです。そういったものに 3.11 はきっと関係な

くはないという仮説を持っています。お金をうまく稼ぐことではなく、思いを集めるとか、みんながつな

がって考える楽しさが 3.11 以降…、もちろんたくさんのボランティアが泥だらけになった経験も含めて、

あると思っているんです。そういう価値の広がりを一緒に進めたいというのはありますね。 

 

―石巻に対し「イケるじゃないか」と見方が変わったタイミングは。 

震災を通してですね。まだ電気が開通しない非常事態の中で、面白い、濃い人たちがいると知って、触れ

合えたことですね。音楽に造詣の深い、学生服を扱っている洋品店の店主（笑）、体制なのか反体制なのか

わからない、マリファナ文化好きの人（笑）。呉服店のご夫婦のように本当に素敵な方、魅力的かつ包容力

のある人たちが多いことに気づきましたし、そういう人と一緒に活動できるようになったのは大きいです

ね。 

 

―地元の閉塞感というのは全国でも感じている人は多数います。石巻では打破するのに震災がきっかけに

なりましたが、地域をかき回すのにほかに余地がありますか。 

 おっしゃる通りで、石巻だから、被災地だから、２･０のような活動が成り立つものではないという仮説

を立てていて、２･０の暖簾分けみたいなことを初期から掲げました。フランチャイズでお金を取るとかで

はなく、震災があったから生まれた･気付くことができたアイデアは、どこでも汎用性のあるものになり得

るという意味です。JC や商工会議所みたいなものにもヒントがあると思っていますし、本当にやりたい人

が選択して集まれる場、機会をどう作るかというころに関心がありますね。 

 

―地方都市を元気にするため、どうすれば。 

 一つは、多様な価値観･多様な経験を持った人との交流の場を保証し、機会を作る。それは行政がやるの

か、JC 的な存在がやるのか。もう一つは、ショック療法的に現状のヤバさを明確に自覚する人を増やして、

「新しいプレイヤーを入れないと、誰もいなくなるよ」と認知する機会も持つべきですね。あとは拠点で

すね。うちの IRORI のようにオープンで理由なく集まれる、柔らかい場を、いかに面白い形で設定できる

かだと思います。 

 

―豪太さんのまちぐるみ結婚式にも言及しますか（笑）。14 年 2 月、人前式を呉服店でして、日本料理店な

どを披露宴会場として回り、料理人が腕を振るって。 

パートナー（で理事の）渡邊享子さんが（笑）、すごい幅広く活躍しているというアウトプットはありま

す（笑）。既成概念や決めつけにとらわれない空間の使い方を意識していて、まちぐるみ結婚式は、アウト

プットの集大成みたいな部分はありますね。映画館が流されてできた広場にベンチを並べ残ったビルの壁

に映すとか、ガレージを改修すればイベントスペースができるとか、スナックで女子力をテーマにしたシ

ンポジウムをしたらとか、常に面白さを作ろうとしてきました。まちぐるみ結婚式も、IRORI 前のこの通り

を会場にして、いろんなポイント、ポイントを、第○式場にして廻って、中継したら楽しいんじゃないかと

いうノリでやったわけですけれども。 
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むすびにかえて 

 

 今回インタビューさせていただいた 4 人は東日本大震災の被災地、宮城県石巻市で早い時期

からそれぞれ団体を立ち上げ、この 9 年間、文字通り奔走してきた方々である。多くの人を巻

き込みながら、掲げたテーマに真摯に向き合ってきた結果、いずれも石巻を代表する団体とな

り、いまや宮城県外でも名前が知られた存在だ。 

 4 人の方々とは面識があって、これまでの活動に深い敬意を抱いてきたので、私はこのイン

タビューが楽しみで仕方がなかった。既に数多くの取材を受けてきているのに、あらためて貴

重な時間を提供してくださり、感謝申し上げたい。それぞれ 2～3 時間に及んだインタビューは

内容が実に豊富で、宝のような言葉群だった。テープ起こし原稿を何度も読み返してそれぞれ

の歩みを共有させていただく作業はこの上ない喜びであった一方、限られた紙幅に収めるべく、

割愛せざるを得ない作業はつらくもあった。 

 今回の 4 人は東日本大震災から社会的な活動を本格的に始めたという点で共通している。地

域づくりや子育て支援といった全国的な課題に取り組んできた開拓者であるし、起業家である

し、地域住民の伴走者でもある。仮設住宅が解消されて新しい局面に差し掛かった石巻のリー

ダー像に触れていただけたらと思う。その活躍ぶりから「震災前は何もしていませんでした」

という言葉がにわかには信じ難い。もともとリーダーの資質が備わっていた方々なのだろう。 

 災害があると多くの NPO や一般社団法人等が誕生し、起業する人が出てくるのはほかの被

災地でもよく見られる。新潟県中越地震や熊本地震などもそうだし、東日本大震災のほかの自

治体でも容易にリーダーの顔が浮かぶ。災害という悲しい出来事がそれらの人々の背中を押し、

スイッチが入って様々なことに取り組んでいく。阪神･淡路大震災以降の災害を見てきた研究

者が提唱した「復興バネ」10 という言葉も存在する。 

 なぜなのだろう？ 地域外からのさまざまな支援者に勇気づけられ、秘めていた力が引き出

されるからだろうか。地域での自分の立ち位置が明確になり、災害であぶり出された課題が決

定的に「自分ごと」と化すからだろうか。声を上げにくい障壁だったしがらみや異質なものを

排除する空気が一掃され、肩書がない人でも動きやすい環境ができるからだろうか。生き残っ

た者の使命感、一緒にいることがかなわなくなった人の存在が行動を促すのだろうか。解はな

いが、そうした視点で聞き取り内容をまた振り返ってみたいと思う。 

 
10 「被災という辛い体験でくじけるのではなく、逆にこの逆境を糧にして人として成長し、新しい災害文

化を形成していくことを意味する…。復興バネという造語は、阪神･淡路大震災（1995）で生まれ、新潟県

中越地震（2004）で市民権を得た」（2015 年復興･減災フォーラム「届け 震災バネが伝える復興への想い～

ＫＯＢＥからＴＯＨＯＫＵへ」）。 

関西学院大学災害復興制度研究所 HP：http://www.fukkou.net/research/symposium/20141203.html 
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 被災地であろうがなかろうが、どの地域にも今回取り上げたような素敵な人がいるはずだ。

東日本大震災のほかの自治体でもこうしたインタビューシリーズ化が可能なぐらい、尊敬する

方々がいる。災害のように、地域全体にインパクトを与える悲しい出来事がないと、くすぶっ

ている才能が開花しないのではもったいない。4 人のうち、もともと石巻に住んでいた 3 人が

石巻や北上の出身ではなく、若いころに石巻を出た経験がある人もいることは興味深い。俯瞰

した目で地域を見ることができる。松村豪太さんが指摘するように、災害ではない形で、各地

の眠れる力をどう引き出すのか。よそ者を入れることや、いったんは地域を出る経験は無駄で

はないかもしれない。高齢化が進み活力が低下した日本全体で考えなければいけないことで、

面白い人々と交流する場づくり、感受性が高い高校生の巻き込みといったインタビューに登場

する模索がもっと共有されたらと願う。 

 リーダーの周囲や地域にも素晴らしい人たちがいることが分かる。佐藤尚美さんにアンケー

ト結果を丁寧に報告するお年寄りや復興応援隊のメンバー、海水浴場を盛り上げる地域内外の

人たち…。吉澤武彦さんを全国の被災地で手伝う人たち、ドライバー経験から自治会役員になっ

た人、パチンコざんまいだったが住民の送迎に生きがいを感じるドライバー…。荒木裕美さん

に「考え、いいよ」と惜しみなく肯定的な言葉を掛けた人たち、産休中もカバーし、文集や刊

行物を手伝った人たち。松村さんの思いやアイデアを一緒に実現した仲間、商店街などの「魅

力的かつ包容力あふれた」人たち…。リーダーの思いや志に共感した輪があってこそ実現して

きた活動である。 

 この 4 人が市役所との関係を良好に保ってきたことも特筆される。総じて NPO 等には個性

が強くて行政との協調が苦手なリーダーも少なくない。行政には「新興勢力」である団体への

警戒感もあるだろうし、信頼関係が構築されなければ公金を投じて委託事業などを任せること

にならない。北上の集団移転事業で佐藤さんの活動は行政と一体だったし、吉澤さんにとって

市の補助や亀山市長の応援は心強い支えだっただろう。荒木さんや松村さんは粘り強く市と関

わりながら指定管理や事業を委託されるなど一目置かれる存在になった。日本カーシェアリン

グ協会の倉敷市や武雄市での活動を見ても、行政が NPO を支えることは被災者や市民の支援

につながる。行政の限界や制度の隙間を埋めて地域と関わる団体の意義を自治体はきちんと認

識して欲しい。石巻の実情は正直「行政と民間の協働」というレベルに達していないと私は思

うが、一歩ずつ、が大事である。松村さんが指摘したように、民間側から働き掛けないと協働

の機会は「永遠に訪れない」とみられる自治体が多い。有力な民間団体に職員を一定期間出向

させたり、人事交流をするような自治体が出てくることを期待している。 

 前回のインタビュー（『専修大学社会科学研究所月報』No.672）で取り上げた「石巻じちれん」

増田敬さんの活動は外部から入ってきた吉澤さんとの出会いが端緒とも言える。移動支援 Rera
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の村島弘子さんは移動困難者を対象にした活動で、吉澤さんの違う形でのアプローチと併せて

読むと気づきがある。増田さんが常駐する集会所で荒木さんのイベントが行われている。豊か

なつながりをインタビューシリーズとして報告できるのもうれしいことだ。 

 新型コロナウイルスの影響についても触れたい。2 月のインタビュー時は流行という段階で

はなかったが、その後の感染拡大で石巻も団体の対外的な活動はほぼ停止に追い込まれた。イ

ベントの参加費や事業収入、寄付といった資金面で苦境に陥り、職員の給与支払いに悩む団体

も少なくない。活動の拠点が閉鎖され、イベント等でスタッフや市民が交流することもままな

らない。民間団体がいちばんの価値を置き、心を砕いてきた人同士のつながりや場づくりがで

きない。NPO 法が阪神･淡路大震災を契機に成立してから 22 年、市民活動の最大の危機である

と感じている。事業主や飲食店の苦境は比較的知られているが、NPO や一般社団法人に対する

支援は心もとない。休業要請に伴う感染拡大防止協力金に、NPO 側の働きかけでようやく支援

対象になったという話も聞く。民間活動に対する行政の理解や想像力が問われている。休眠預

金の有効活用や、助成財団の適切な支援がないと、活動休止や廃業に追い込まれる団体が相当

出ると危惧している。 

 最後に、今回のインタビューでお世話になった 4 人それぞれに言及したい。 

 石巻市の北上地区は震災前、美しいヨシ原や釣石神社、追分温泉に行ったことがあり、震災

の 1 カ月後に訪れた光景に衝撃を受けた。道路沿いの住宅がみな姿を消していた。佐藤尚美さ

んは宮城県が開催した復興応援隊の研修会11 でご挨拶したのが最初で、その後、地区最大の仮

設住宅団地へ向かう上り道の入り口にある店舗にお邪魔した。集団移転に取り組んでいた福島

県新地町をご案内したこともあるが、各集落の合意形成を本当に地道に支えてこられたと思う。

本人も語ったように、これほど黒子役に徹して地域を支えた復興応援隊はないのではないか。

地域の話し合いのお膳立てをしていく作業の連続だった。インタビューを打診した際に「事業

として何かをしたわけではないから」とおっしゃっていたが、佐藤さんが大変なご苦労をしな

がらも、北上にこだわり続けてきたその思いを、何より知りたかった。その一端をお伝えする

ことができたのではないだろうか。 

 佐賀の支援まっただ中の吉澤武彦さんにインタビューしたのは昨年 9 月だが、その後に台風

19 号が襲来し、石巻の事務所も浸水して何台かの車が使えなくなった。多数の車が水没した各

地から SOS が殺到し、地元の宮城県の丸森町にまず拠点をつくった。福島県いわき市、栃木県

と次々に展開し、目の回るような忙しさだったと思う。あとがき執筆中、九州支部設立のメー

ルニュースが配信されてきた。課題解決に取り組む団体の本部が東京である必要はないし、先

 
11 第一回復興応援隊員等合同研修会「ゆるやかにつながろうミーティング」（2012.12.20@エルパーク仙台

セミナーホール）。https://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/124147.pdf 
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駆けとして成長してほしい。コロナ禍でお茶っこやお出かけも自粛が続いているが、石巻の利

用者がドライバーを気遣ってマスクをプレゼントしたとか、カーシェア会の会員がお菓子を配

りながら高齢会員の様子を確認したといった話にほっとするし、厳しい中でも続く支え合いが、

吉澤さんの歩みに対する地域からの「答え」だ。 

 荒木裕美さんは団体初の刊行物である文集をたまたま手にしたのが取材のきっかけだった。

その後は事務所があるマンションの一室やイベント会場等でお会いし、拠点が欲しいというお

話をうかがっていた。インタビューはその念願の自前の建物で行われた。イベントは盛況続き

だし、市の委託事業も引き受けるようになって成長ぶりは著しい。どんなママも受け入れる肯

定的な空間づくりを心掛けてきたからだろう。人見知りの子どもを抱えて不安だったという母

親がイベントに出向き、荒木さんに「泣いても大丈夫！」と声を掛けてもらい、今はスタッフ

になったという話が印象に残る。各地で「孤育て」している母親を支える場が増えることを願

うし、人は「支えられる側」から「支える側」に転換し得るということだと思う。コロナ禍の

オンラインシンポジウム12 で「当たり前に聞けていた声が聞こえなくなった」と厳しい現状を

紹介されていたが、悩んでいる母親や子どもたちに「それでいいんだよ」と再び声を掛けられ

る日が早く来てほしい。 

 松村豪太さんからは、これまでもお話を断片的にうかがってきたが、手掛ける事業があまり

にも多彩で、十分フォローできていなかった。中身を逐一聞きたいとも思ったが、一つのテー

マだけでも相当なやりとりになって、制限の紙幅を超えてしまうことは容易に想像できた。そ

こで、現在のメデイアでは「今さら」聞けないし、関心もないかもしれない震災当時や直後の

話を中心にうかがうことにした。震災前の石巻に対する感情も含めて ISHINOMAKI２･０の原点

を示せればという方針で臨んだ。かつての模索や、直後の動きを記録として読んでいただけた

らと思う。震災直後からずらりとそろえた情報群は東北随一で「本気」を感じたし、「情報プラッ

トフォーム」空間が早くから実現していた。ゲストハウス、コワーキングスペース…。時代を

先取るだけではなく、多様さやわくわくするような面白さを備えた空間を今後も定期的に訪ね

てみたい。 （5 月末執筆、所澤新一郎） 

 

 

  

 
12 2020.5.12、石巻において、このコロナ禍、学校休業中の子どもたちの現状や支援の在り方などを話し合

う ZOOM オンライン･シンポジウム「いしのまき×こどもトークライブ」が、子ども支援に取り組む NPO

法人 TEDIC によって開催された。 https://www.tedic.jp/2020-05-09/ 
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